
E08

WHG-NAPG/A
画面で見るマニュアル

IEEE802.11n/a/g/b 対応 無線 LAN アクセスポイント



2

もくじ

安全のために.......................................................................................................... 3..
使用上のご注意..................................................................................................... 5..

基本設定........................................................................................ 7..
設置場所、設置条件について..................................................................... 7.
アクセスポイントを設置する..................................................................11.
基本設定をする............................................................................................ .13.

動作モード................................................................................16..
動作モードについて.................................................................................. .16.
動作モードを変更する.............................................................................. .17.
アクセスポイントモードで使う............................................................ .18.
WDSリピーターモードで使う............................................................ .19.
ユニバーサルリピーターモードで使う.............................................. .21.

セキュリティ設定................................................................ .22.
アクセスポイント利用時のセキュリティ設定................................ .22..
WDSリピーター使用時のセキュリティ設定................................. .23.
ユニバーサルリピーター使用時のセキュリティ設定................... .24.
WPSを利用して無線LANクライアントを追加する場合...... .25.
MACアドレスフィルターを利用する.............................................. .26.

スケジュール動作................................................................ .27.
スケジュールを作成する......................................................................... .27..
スケジュールを削除する......................................................................... .28.

ログ情報.....................................................................................29.
ログを見る......................................................................................................29.
Syslog サーバーへ送る............................................................................30.
E-Mail 送信.................................................................................................. .31.
イベント通知..................................................................................................32.

高度な設定.............................................................................. .33.
ポートセパレーターを使用する.............................................................33.
VLANを使用する......................................................................................34.
WMMを使用する...................................................................................... .35..
省電力機能を有効にする......................................................................... .36..

システム設定.......................................................................... .37.
時刻を設定する............................................................................................ .37..
設定を保存 /復元する.............................................................................. .38..
初期化する..................................................................................................... .39..
ファームウェアを更新する..................................................................... .40.
管理者パスワードを変更する................................................................ .41..

仕様....................................................................................................42.
各部の名前.......................................................................................................... .42..
動作環境.............................................................................................................. .44..
仕様....................................................................................................................... .44..
出荷時設定.......................................................................................................... .46..
ログ一覧.............................................................................................................. .48..

設定画面一覧..................................................................................50.
情報....................................................................................................................... .50..
無線 LAN........................................................................................................... .52..
本体設定.............................................................................................................. .62..

困ったときには............................................................................ .69.
設定時のトラブル............................................................................................ .70..
無線 LAN接続時のトラブル...................................................................... .74..
その他................................................................................................................... .78..

アフターサービス.........................................................................81..
お問い合わせについて.....................................................................................82...
修理について.......................................................................................................83..

初期設定

詳細設定



3

安全のために

お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための注意事項を記載しています。
ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。

危険

警告
注意

● 警告および注意表示
この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負う危険が生
じます。

この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことがあ
ります。

この表示の注意事項を守らないと、けがをしたり周辺の物品に損害
を与えたりすることがあります。

● 絵記号の意味

禁止

指示を守る

 危険 本製品を修理・改造・分解しない
火災や感電、破裂、やけど、動作不良の原因になります。

 警告 雷が鳴り出したら、本製品や電源コードには触れない
感電の原因となります。

本製品の取り付け、取り外し、移動は、必ずパソコン本体・周辺
機器および本製品の電源を切り、コンセントからプラグを抜いて
から行う

電源コードを抜かずに行うと、感電の原因になります。

ペースメーカー等の産業・科学・医療用機器等の近くでは
使用しない

ペースメーカーや医療機器、産業・科学機器等の動作に影響を与え、
事故の原因となる恐れがあります。
また医療機関では無線機器の使用を禁止していることがあります。

AC アダプターや本製品をぬらしたり、水気の多い場所で使わない
水や洗剤などがACアダプターや本製品にかかると、隙間から浸
み込み、火災・感電の原因になります。
・お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水辺でのご使用は、特にご注意.
..ください。
・水の入ったもの（コップ、花びんなど）を上に置かないでください。
・掃除は必ず乾いた布でおこなってください。
・万一、ACアダプターや本製品がぬれてしまった場合は、絶対に.
..使用しないでください。

本製品を乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込み、窒息や胃などへの障害の原因になります。万一、
飲み込んだと思われる場合は、ただちに医師にご相談ください。

本製品の周辺に放熱を妨げるような物を置かない
火災の原因になります。

本製品を飛行機の中で使用しない
飛行機の計器などの誤動作の原因になります。飛行機の中ではコ
ンピューターから本製品を取り外してください。

故障や異常のまま、つながない
本製品に故障や異常がある場合は、必ず接続している機器から取
り外してください。
そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

煙がでたり、変なにおいや音がしたら、すぐに使うのを止める
そのまま使うと火災・感電の原因になります。
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 注意
人が通行するような場所に配線しない

足を引っ掛けると、けがの原因になります。

●電源（AC アダプター・コード・プラグ）について

 注意
本製品を踏まない

破損し、ケガの原因となります。特に、小さなお子様にはご注意
ください。

長時間にわたり一定の場所に触れ続けない
本製品を一定時間使うと、本製品が熱く感じる場合があります。
長時間にわたり一定の場所に触れ続けると、低温やけどを起こす恐
れがあります。

 警告

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐにコンセントからプラ
グを抜く

そのまま使うと火災・感電の原因になります。

AC アダプターや電源コードは、添付品または指定品のもの以外
を使用しない

電源コードから発煙したり火災の原因になります。
また医療機関では無線機器の使用を禁止していることがあります。

AC100V（50/60Hz）以外のコンセントに接続しない
発熱、火災の恐れがあります。

電源コードや AC アダプターにものをのせたり、引っ張ったり、
折り曲げ・押しつけ・加工などはしない

電源コードがよじれた状態や折り曲げた状態で使用しないでくだ
さい。電源コードの芯線 ( 電気の流れるところ ) が断線したり、
ショートし、火災・感電の原因になります。

ゆるいコンセントに接続しない
電源プラグは、根元までしっかりと差し込んでください。根元ま
で差し込んでもゆるみがあるコンセントにはつながないでくださ
い。発熱して火災の原因になります。

●電源（AC アダプター・コード・プラグ）について

電源プラグを抜くときは電源コードを引っ張らない

電源プラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると電
源コードに傷が付き、火災や感電の原因になります。

添付の AC アダプターや電源コードは、他の機器に接続しない
火災や感電の原因になります。添付のACアダプターや電源コー
ドは、本製品専用です。

じゅうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチロールなど、保温・
保湿性の高いものの近くで使用しない

火災の原因になります。

熱器具のそばに配線しない
電源コード被覆が破れ、火災や感電、やけどの原因になります。

コンセントまわりは定期的に掃除する
長期間電源プラグを差し込んだままのコンセントでは、つもった
ホコリが湿気などの影響を受けて、火災の原因になります。
（トラッキング現象）
トラッキング現象防止のため、定期的に電源プラグを抜いて乾い
た布で電源プラグをふき掃除してください。

テーブルタップを使用する時は定格容量以内で使用する、
たこ足配線はしない

テーブルタップの定格容量（「1500W」などの記載）を超えて使
用すると、テーブルタップが過熱し、火災の原因になります。
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使用上のご注意

 本製品全般のご注意

■本製品を使用する上で、以下の注意をご確認ください。.
・以下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。近くでは使用しないでください。.
　○ペースメーカー等の産業・科学・医療用機器等.
　○工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）.
　○特定小電力無線局（免許を要しない無線局）.
　上記の近くで本製品を使用すると、電波の干渉を発生する恐れがあります。そのため、通信ができなくなったり、速度が遅くなっ
　たりする場合があります。.
・携帯電話、PHS、テレビ、ラジオを、本製品の近くではできるだけ使用しないでください。.
　携帯電話、PHS、テレビ、ラジオ等は、無線LANとは異なる電波の周波数帯を使用していますが、本製品を含む無線LAN製.
　品が発する電磁波の影響によって、音声や映像にノイズが発生する場合があります。.
・間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信に影響を及ぼす場合があります。.
　本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用されている木材やガラス等などは通過しますので、部屋の壁に木材やガラスが
　あっても通信できます。ただし、鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は通過しません。部屋の壁に.
　それらが使用されている場合、通信することはできません。同様にフロア間でも、間に鉄筋や金属およびコンクリート等が使用.
　されていると通信できません。.

■本製品の電源を入れ直す場合は、電源を切った後、5秒以上待ってから電源を入れてください。

■本製品の5GHz帯は、屋外で使用しないでください。製品を屋外で使用する場合は、2.4GHz帯をご利用ください。法令により、
5GHz帯のW52(36,40,44,48ch)、W53(52,56,60,64ch) を屋外で使用することは禁止されています。

　5GHz帯のW56（100～140ch）は法令により屋外での使用が可能ですが、本製品でW56のチャンネルを指定した場合でも、
レーダー波を検出した場合は、屋外で使用が禁止されているW52やW53へ自動的にチャンネルが変更される場合があります。.
そのため屋外で使用する必要がある場合は、2.4GHz帯をご利用ください。

■5GHz帯で使用するチャネルは36,40,44,48ch(W52) と 52,56,60,64ch(W53) と 100,104,108,112,116,120,.
124,128,132,136,140ch(W56) です。34,38,42,46ch(J52) の装置との通信はできません。

■W53（52,56,60,64ch）またはW56（100,104,108,112,116,120,124,128,132,136,140ch）を選択した場合は、
法令により次のような制限事項があります。.
・各チャネルの通信開始前に、1分間のレーダー波検出をおこないますので、その間は通信をおこなえません。.
・通信中にレーダー波を検出した場合は、自動的にチャネルを変更しますので、通信が中断されることがあります。

■ IEEE802.11n（2.4GHz）、IEEE802.11b、IEEE802.11gで通信利用時は、2.4GHz全帯域を使用する無線設備であり、
移動体識別装置の帯域が回避可能です。変調方式としてDD-SS方式および、OFDM方式を採用しており、与干渉距離は40mです。
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 本製品を廃棄される際のご注意
本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたがってください。

 無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意
（お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！）
無線LANでは、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセスポイント間で情報のやり取りを行う
ため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物 ( 壁等 ) を越えてすべての場所に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場
合、以下のような問題が発生する可能性があります。
・通信内容を盗み見られる
　悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、
　　　IDやパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報
　　　メールの内容.　
　等の通信内容を盗み見られる可能性があります。
・不正に侵入される
　悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、
　　　個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
　　　特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
　　　傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
　　　コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）
　などの行為をされてしまう可能性があります。
本来、無線LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティの仕組みを持っていますので、無線
LAN製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。無線LAN機
器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施されていない場合があります。
従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線LANカードや無線LANアクセスポイントをご使用に
なる前に、必ず無線LAN機器のセキュリティに関する全ての設定をマニュアルにしたがって行ってください。
なお、無線LANの仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られることもあり得ますので、ご理解の上、ご使用ください。
セキュリティの設定などについて、お客様ご自分で対処できない場合には、弊社サポートセンターまでお問い合わせください。
当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身の判断と責任においてセ
キュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めします。
※セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線LANの仕様上やむを得ない事情によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、株式会社アイ・オー・
データ機器は、これによって生じた損害に対する責任を負いかねます。

2.4. ：2.4GＨｚ帯を使用する無線設備を示す
DS/OF.：DS-SS方式およびOFDM方式を示す
4. ：想定される与干渉距離が40m以下であることを示す
■■■. ：全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味する.
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基本設定

設定場所、設置条件について
無線LANの安定した運用のため、無線LANの運用に際して、下記の条件を満たしているかご確認ください。

　 単一フロア内での設置をおこなう

階や部屋をまたいでの通信は、壁や天井、床などの材質の影響により、無線LANの電波が遮断・減衰され安定した運用を妨げ
る可能性があります。

　 以下の機器と近接した場所に設置しない

電波の干渉により正常に通信できなくなる場合があります。やむを得ない場合は、該当する機器の電源を切ってください。
. FAX/ ステレオ /パソコン /電子レンジ /Bluetooth/ 他の無線LAN親機 /POSシステム /盗難防止装置 /
. ゲーム機のコントローラー /デジタルコードレス電話 /WiMAX機器 /コードレスマウス

　 箱などにいれたまま設置しないで

電波が遮断・減衰され、安定した運用を妨げる可能性があります。

　 子機を使用する高さより高い位置にアクセスポイントを設置する

机、ラックの上、天井、壁などへの設置をおすすめします。

　 小さなフロア（2×2m以内の空間）で使用する場合は、電波の送信出力設定を下げる

電波の反射により、正常に通信ができなくなる場合があります。

屋外設置用のケース、

情報配電盤など
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　 子機はアクセスポイントから1m以上離して設置する

距離が近すぎると電波が飽和状態になるため、正常に通信できない可能性があります。

　 接続台数を考慮してアクセスポイントの台数と設置位置を設計する

本製品は法人向け無線LANアクセスポイントでは最大50台（2.4/5GHz合計）までの同時接続をサポートしますが、同時
に通信する台数が増えると無線LANの通信速度が低下します。
同時に通信する台数が2.4GHz、5GHzの各帯域あたり10台を超える場合は負荷を分散するために無線LANアクセスポイ
ントの台数を増やすことをご検討ください。

　 2.4GHzでの通信をおこなう場合は40MHzモードを使用しない

2.4GHz帯は様々な機器を使用しているため、20MHzモードに比べて40MHzは干渉の影響が大きくなります。20MHz
での運用をおすすめします。

　 2.4GHzでの通信をおこなう場合は1～11chを使用する

12から14chは国際的に使用されないチャンネルのため、ノートパソコン内蔵の無線LANでは使用できない場合があります。

　 パソコン内蔵を含む、他社製子機との通信をおこなう場合、以下の設定になっているか確認する

●メーカー独自の機能が無効.
　（バースティング機能（Atheros.Super.AG、Broadcom.Afterburner、その他バースティング機能）、.
　通信距離の延長機能（Atheros.XR））
●RTC/CTSスレショルド、フラグメントスレショルドが無効.
　（設定がおこなえる場合、設定可能な最大の数値を設定するか、無効に設定してください。）
●スリープモードが無効
●メーカー提供のデバイスドライバ、ユーティリティーを使用していること

1m以上

・・・

・・・

2.4GHz 10台以上

・・・

・・・

5GHz 10台以上
アクセスポイント

2.4GHz 5台

5GHz 5台以上

アクセスポイント アクセスポイント

・・・

・・・

2.4GHz 5台

・・・

5GHz 5台以上

例）
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　 暗号化方法はWPA-PSK(AES) もしくはWPA2-PSK(AES)、WPA-EAP(AES)、WPA2-EAP(AES) を使用する

11n対応製品ではWEP、TKIP を使用すると11a/g のモードとなるため、他の高速な11n無線 LAN子機の通信速度に影
響を及ぼします。またセキュリティの観点からもWEP、TKIP などの暗号化方法はおすすめしません。

　 IEEE802.11n対応製品の場合、IEEE802.11a、11b、11gの製品との混在をおこなわない

混在する場合は11n対応製品の通信速度に影響をおよぼすため、11n対応製品のみでの構成をおすすめします。

　 2.4GHzと 5GHzを同時に運用する場合

2.4GHzと 5GHzでは別々のSSIDを設定してください。同じSSIDでは2.4GHzと 5GHz両対応の子機の場合、意図せ
ず2.4GHzに接続される可能性があります。

　 子機は可能な限り単一メーカー、単一デバイスに統一して使用する

特に内蔵無線LANは同一型番のパソコンであっても製造時期により異なるメーカーのモジュールが搭載されている場合があり
ます。無用なトラブルを避けたい、より安定した通信が要求される場合は、同一の無線LAN子機を使用することをおすすめし
ます。

例 1）2.4GHz と 5GHz の SSID が同じ場合 例 2） 2.4GHz と 5GHz の SSID を別々に設定した場合
2.4GHz の SSID：［SSID　］A
5GHz の SSID　：［SSID　］A

⇒2.4GHz と 5GHz のどちらにつながるかわからない

2.4GHz の SSID：［SSID　］A
5GHz の SSID　：［SSID　］B

⇒接続する周波数帯を選ぶことができます
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　 電波干渉を極力減らすために以下の確認をする

弊社クイックコネクトHG（AirPort.HGシリーズ子機添付）などのサイトサーベイツールで、電波干渉がないチャンネルを
検索してください。

●2.4GHzで 20MHzモードで動作させる場合
　中心チャンネルから±2チャンネル分の干渉がないチャンネルを設定する。他のアクセスポイントが40MHz（チャンネル.
　ボンディング）の電波を使用している場合、サブチャンネルの干渉も考慮し、中心チャンネルから -2～ +5チャンネルの間.
　に干渉しないようにチャンネルを設定してください。
　
　

●5GHzで20MHzモードで動作させる場合
　中心チャンネルが他のアクセスポイントの中心チャンネル、サブチャンネルに重ならないように、設定してください。
　
　

※自動チャンネル機能で設定をおこなう場合でも、電波干渉がないかの確認をおすすめします。.
　特に40MHzに対応していないアクセスポイントの自動チャンネル機能では、40MHzの干渉を考慮せずに設定されてしま.
　うため、手動での確認を推奨します。
　干渉の確認の際は、電波の強さだけでなく電波が弱くても無線LANの使用率が大きいと干渉が大きくなる場合があります。.
　可能な限りチャンネル間での干渉を起こさない設定にしてください。

他の AP

例）他のアクセスポイントが20MHz動作で3chを使用している場合
　　 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14

使用 AP →8チャンネルに設定

他の AP

例）他のアクセスポイントが40MHz動作で3chを使用している場合
　　 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14

使用 AP →11チャンネルに設定

他の AP

例）他のアクセスポイントが20MHz動作で36chを使用して、20MHzで設定する場合
　　          36                40                44               48

使用 AP →40チャンネルに設定

他の AP

例）他のアクセスポイントが40MHz動作で36（40）chを使用して、20MHzで設定する場合
　　          36                40                44               48

使用 AP →44チャンネルに設定
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コンセント

ACアダプター
LANケーブル
（カテゴリー5e以上を推奨）

ルーターやハブなど

アクセスポイントを設置する

①アンテナを接続します。

③本製品のDC-IN に ACアダプターを
　接続し、コンセントにつなぎます。

②本製品のLANポートとルーターやハブのLANポートを
　LANケーブルでつなぎます。

※ネットワーク上に
　設定用パソコンが
　接続されている
　必要があります。

ご注意
●本製品の設定時は、設定用パソコンと本製品を有線LANで接続して設定します。
※本製品は、出荷時設定で無線LANが無効になっています。
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１ 図の幅でネジや釘などを壁に固定します。
※皿ネジは使用しないでください。本製品を傷つける恐れがあります。

２ 本製品底面のくぼみを、壁に固定したネジや釘に合わせて取り付けます。

本製品を壁に取り付ける場合
本製品の設定完了後に設置することをおすすめします。

▼本製品底面

くぼみ

▼皿ネジは使用できません。

１ ネジや釘などを利用して、天井に天井キットを固定します。
※皿ネジは使用しないでください。
　本製品や天井キットを傷つける恐れがあります。

２ 本製品を右図のようにスライドして取り付け、天井キットのネジでとめます。
天井キットの左右の突起を本製品底面のくぼみに合わせます。
左右の突起がしっかりはまったことをご確認の上、ネジを固定してください。
▼天井キット. . . ▼本製品底面

本製品を天井に取り付ける場合
天井キットを使用します。　本製品の設定完了後に設置することをおすすめします。

①左側の穴に仮止めします。 ②右側の穴２つを固定します。

突起 くぼみ

▼皿ネジは使用できません。

③左側を完全に固定します。

ネジ
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４ 自動でアクセスポイントが検索されます。設定したいア
クセスポイントの［IP設定］ボタンをクリックします。
※アクセスポイントの電源がONになってから検索されるま
で約1分程度かかる場合があります。

５ 「IODATA」（大文字、半角英字）と入力して、［OK］
ボタンをクリックします。

６ 本製品の IPアドレスを設定し、［OK］ボタンをクリッ
クします。

▼ネットワーク上にDHCPサーバー（ルーターなど）がある場合

クリック

ご注意
●本製品が見つからない場合は、下記をお試しください。
　・30秒ほど待ってから、［情報の更新］ボタンをクリックしてください。
　・セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動.
　作する場合があります。一時的にセキュリティー機能を解除し.
　てご確認ください。詳しくはセキュリティー関連のソフトウェ.
　アメーカーにお問い合わせください。

●他のパソコンで確認できる場合は、設定用パソコンを変更してお
試しください。

●「Windowsセキュリティの重要な警告」画面が表示された場合
は、[ブロックを解除する]または[アクセスを許可する].をクリッ
クします。

①入力
②クリック

①選択

②チェック

③クリック

ステップ１　本製品の設定画面を開く
１ 設定用パソコンの電源を入れます。

２ 本製品添付のサポートソフトCD-ROMをセットします。

３ 表示されたメニューから、[Magical.Finder を起動す
る ] をクリックします。
※Mac.OSの場合は、ダブルクリックしてください。

ご注意
●Windows 7/Vista/XPの場合.
自動再生の画面が表示された場合は、
[AUTORUN.EXEの実行]をクリック
します。

●Windows 8の場合.
①右の画面が表示されたら、.
　画面をクリックします。.
②右の画面が表示されたら、.
　［AUTORUN.EXEの実行］を.
　クリックします。

ご注意
●メニューが表示されない場合は、（マイ）コンピュータ（ー）か
らCD-ROMを開き［Autorun（.exe）］をダブルクリックし
てください。

●ユーザーアカウント制御の画
面が表示された場合は、［はい］
または［許可］をクリックし
ます。

クリック

クリック

基本設定をする

●Mac.OSの場合右の画面で、
Mac.OSに設定してあるパス
ワードを入力し、[OK] ボタン
をクリックします。

①入力

②クリック

クリック
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ステップ２　無線アクセスポイントを設定する
１ ユーザー名に「admin」（小文字、半角英字）、パスワー

ドに「IODATA」( 大文字、半角英字 ) を入力し、[ ロ
グイン ] ボタンをクリックします。

２ 設定画面が開きますので、[ 無線 LAN] をクリックしま
す。

３ 動作モードを設定します。
アクセスポイントとして使用する場合は、特に設定変更
の必要はありません。
[基本設定 ] をクリックします。

4 2.4GHzの無線LAN設定を行います。
※以下の手順では2.4GHzから順に設定を行います。2.4GHz
を使用しない場合は手順６へお進みください。

① [ 無線機能 ] を [ 有効 ] に設定します。
② [SSID数 ] を選択し、それぞれの [SSID] を入力し
ます。32文字までの半角英数字で入力します。

　大文字 /小文字の区別もあります。
※ [SSID] は、無線LANアダプターの設定時に必要になりま
すので、メモしてください。

※必要に応じてその他も設定してください。詳しくは、【●基
本設定（アクセスポイント）】（53.ページ）をご覧ください。

③入力ができたら、[設定 ] ボタンをクリックします。

▼本製品に固定の IPアドレスを設定する場合（設定例）

IPアドレス 本製品に割り当てる IPアドレスを設定しま
す。

サブネットマスク 導入するネットワークに合わせたサブネッ
トマスクを設定します。

デフォルトゲートウェイ 導入するネットワークのゲートウェイサー
バーのアドレスを設定
します。（ルーターなどの IP アドレスを入
力します）

７ ［OK］ボタンをクリックします。

８ アクセスポイントのリストに戻りますので、設定する
アクセスポイントの［ブラウザ］ボタンをクリックしま
す。Webブラウザーが起動します。

ご注意
●本製品の IPアドレスは、設定用パソコンの IPアドレスと同じネッ
トワークアドレス上に設定してください。

①選択・設定

②チェック

③クリック

クリック

クリック

ご注意
●Webブラウザーが起動しない場合は、IPアドレスなどの設定が
正しくない可能性があります。再度設定をやり直してください。

①「admin」と入力

③クリック

クリック

クリック

モードを切り替えて使用する場
合は、【動作モード】（16.ページ）
以降をご覧ください。

①選択

②選択・入力

③クリック

②「IODATA」と入力
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８ 暗号化の設定を行います。
① [セキュリティ ] をクリックします。
②セキュリティ設定を行う方のタブ（[2.4GHz] また
は [5GHz]）をクリックし、設定します。

③設定を行う [SSID] を選択します。
④セキュリティ設定をします。
⑤ [設定 ] ボタンをクリックします。
⑥表示された画面の [設定反映 ] ボタンをクリックしま
す。

※それぞれについて、[設定 ] → [ 設定反映 ] をクリックして設
定内容を確定する必要があります。

▼

以上で、本製品のアクセスポイントとして利用する場合の基本
的な設定は完了です。

この後、無線接続するパソコン側の設定を行ってください。
パソコン側でSSID、暗号化方法、認証方法を本製品の設定と
合わせてしください。

５ 確認画面が表示されますので、設定項目に間違いのない
ことを確認し、[設定反映 ] ボタンをクリックします。

６ ５GHzの無線LAN設定を行います。
※5GHzを使用しない場合は手順８へお進みください。
① [5GHz] タブをクリックします。
② [無線機能 ] を [ 有効 ] に設定します。
③ [SSID数 ] を選択し、それぞれの [SSID] を入力し
ます。32文字までの半角英数字で入力します。

　大文字 /小文字の区別もあります。
※ [SSID] は、無線LANアダプターの設定時に
　必要になりますので、メモしてください。
※必要に応じてその他も設定してください。詳しくは、【●基
本設定（アクセスポイント）】（53.ページ）をご覧ください。
④入力ができたら、[設定 ] ボタンをクリックします。

７ 確認画面が表示されますので、設定項目に間違いのない
ことを確認し、[設定反映 ] ボタンをクリックします。

クリック

②選択

③選択・入力

④クリック

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

④設定

⑤クリック

⑥クリック

①クリック

③選択

「SSID 通知」を［無効］にした場合
無線LANクライアントの接続設定にご注意ください。
【無線に接続した後に切断すると、次から接続できなくなる】
（76.ページ）参照
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動作モードについて
動作モードを周波数帯ごとに「アクセスポイント」、「WDSリピーター」、「ユニバーサルリピーター」、「無効」から選択できます。
ここでは、本製品で設定できる動作モードについての説明します。

アクセスポイント
通常のアクセスポイントとして使用します。
接続できるのは無線クライアントのみとなります。

WDS リピーター
WDS(Wireless.Distribution.System) による
リピーターモードです。2つ以上の有線ネットワークなどを、
無線で接続 ( ブリッジ ) できます。
WDSアクセスポイント（親機）、WDSクライアント（子機）
あわせ最大5台の無線接続が可能で、あらかじめ設定済みの
対応アクセスポイントのみ無線接続が可能です。
※本モードでご使用の際は「無線LANローミングアシスト」(66.ページ参照 ) が
　有効に機能しません。

ユニバーサルリピーター
無線LANの間に壁などがあり、無線通信しにくい場合に、
本製品を中継点（リピーター）として接続できます。
エリアに存在するネットワーク（SSID）を選択し、
接続することで機能します。
※ IEEE802.1x 認証ネットワーク内では
　使用することができません。

ご注意
●各モードの通信できる無線機器については、【通信できる無線機器】（44.ページ）をご覧ください。

動作モード
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１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 動作モード ] をクリックし、変更する周波数帯、使用
する動作モードを選択し、[ 設定 ] ボタンをクリックし
ます。

3 設定内容を確認し、[ 設定反映 ] ボタンをクリックしま
す。

４ 「再起動を実行しますか」表示されたら、［OK] ボタン
をクリックします。

▼

再起動すると、設定完了です。この後、動作モードの詳細設定
を行います。設定画面に再度ログインしてください。

動作モードを変更する

クリック

①クリック

②設定

③クリック

使用できる組み合わせについて
以下の組み合わせで設定できます。

2.4GHz 5GHz
アクセスポイント アクセスポイント
WDSリピーター アクセスポイント

ユニバーサルリピーター アクセスポイント
アクセスポイント WDSリピーター
アクセスポイント ユニバーサルリピーター
アクセスポイント 無効
WDSリピーター 無効

ユニバーサルリピーター 無効
無効 アクセスポイント
無効 WDSリピーター
無効 ユニバーサルリピーター
無効 無効

ご注意
●下の組み合わせでは設定できません。
　・ユニバーサルリピーターを両方の周波数で設定する。.
　・WDSリピーターを両方の周波数で設定する。.
　・ユニバーサルリピーターとWDSリピーターの組み合わせで設定する。

クリック

クリック
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アクセスポイントモードで使う

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 基本設定 ] をクリックし、設定を変更する周波数帯の
タブをクリックします。

３ 設定を行います。
①無線機能を [有効 ] にします。
②SSID数を決定します。.
.SSID 数に応じて、SSID1～ SSID4が表示されま
すので、設定するSSID名を入力します。

③チャンネル設定を必要に応じ設定します。.
設定内容については、【●基本設定（アクセスポイン
ト）】（53.ページ）をご覧ください。

④入力後、[設定 ] ボタンをクリックします。

このあと、セキュリティ設定を行います。
【アクセスポイント利用時のセキュリティ設定】（22.ページ）を
ご覧ください。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

①クリック

②入力

③設定

④クリック
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WDS リピーターモードで使う

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 基本設定 ] をクリックし、WDSリピーターに設定さ
れている周波数帯のタブをクリックします。

３ WDSアクセスポイント（親機）側のMACアドレス
をメモします。

４ 【子機側の設定】
WDSクライアント ( 子機 ) の設定を行います。
①無線機能を [有効 ] にします。
②SSID名とチャンネルを設定します。
※設定したSSID名、チャンネルはWDSアクセスポ
イント ( 親機 ) 側でも同じ値を設定しますので、メモ
してください。.
設定内容については、【●基本設定（WDSリピー
ター）】（53.ページ）をご覧ください。

③WDSモードで [WDSクライアント ] を選択します。
④接続するWDSアクセスポイントの無線側MACア
ドレスを入力します。

※接続相手のアクセスポイントが5GHz、2.4GHzの両方に
対応している場合は、通信する方のMACアドレスを登録し
てください。

⑤入力後、[ 設定 ] ボタンをクリックします。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

本製品の MAC アドレスについて
接続するWDSアクセスポイント（親機側）のMACアド
レスは、本製品底面のシール内に記載されています。

MACアドレス

③選択

①クリック

②設定

⑤クリック

④入力

MAC アドレスの登録設定
親機 子機のMACアドレスを登録します。
子機 親機のMACアドレスを登録します。
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５ WDSクライアント ( 子機 ) 側の設定画面から、[ 情報 ]
をクリックし、WDSクライアント（子機）側のMAC
アドレスをメモします。

６ 【親機側の設定】
WDSアクセスポイント ( 親機 ) の設定を行います。
①WDS アクセスポイント ( 親機）側の設定画面を.
　開きます。
②無線機能を [有効 ] にします。
③WDSクライアント（子機）側に設定したSSID名、
チャンネルにあわせ設定します。

　設定内容については、【●基本設定（WDSリピー
ター）】（53.ページ）をご覧ください。

④手順４でメモしたWDSクライアント ( 子機 ) の
MACアドレスを入力します。（最大4台まで登録で
きます。）

※接続相手のアクセスポイントが5GHz、2.4GHzの両方に
対応している場合は、通信する方のMACアドレスを登録し
てください。

⑤入力後、[ 設定 ] ボタンをクリックします。

このあと、セキュリティ設定を行います。
【WDSリピーター使用時のセキュリティ設定】（23.ページ）を
ご覧ください。

②クリック

④入力

⑤クリック

③設定

②メモ

①クリック
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５ 表示された画面上に検出したアクセスポイントが表示
されますので、接続したいネットワークを選択し [接続 ]
ボタンをクリックします。
※接続したいネットワークが表示されていない場合は [更新 ]
ボタンをクリックしてください。

６ セキュリティ設定を行います。
接続する「ネットワーク名（SSID）」、「ポートセパレー
ター」、「SSID通知」、「暗号化方法」を設定し、[設定 ]
ボタンをクリックします。
※ユニバーサルリピーター使用時はWPA-EAP/WPA2-EAP
は使用できません。

※「接続先MACアドレス」を「有効」にした場合は、「MAC
アドレス」も入力します。入力したMACアドレスのアク
セスポイントに接続をおこないます。

７ 設定を確認します。
[情報]の[ステータス]からユニバーサルリピーターモー
ドに設定した周波数帯の [ 接続ステータス ] に［成功］
と表示されていることをご確認ください。

これで設定は完了です。

ユニバーサルリピーターモードで使う

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 基本設定 ] をクリックし、ユニバーサルリピーターに
設定されている周波数帯のタブをクリックします。

３ 設定を行います。
①無線機能を [有効 ] にします。
②チャンネルボンディングを使用する場合は選択します。
③ [設定 ] ボタンをクリックします。

４ [ 設定ウィザード ] の [ 開始 ] ボタンをクリックします。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

①クリック

②選択

②クリック

③クリック

②クリック
①設定

クリック

①選択



22

セキュリティ設定

アクセスポイント利用時のセキュリティ設定
１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ セキュリティ ] をクリックし、設定を変更する周波数
帯のタブをクリックします。

３ 暗号化方法を選択し、設定します。
設定内容については、【●セキュリティ】（57.ページ）を
ご覧ください。

▼WEPを使用する場合

▼ IEEE802.1x 認証　WEPを使用する場合

※クライアント側も IEEE802.1x 認証に対応している必要がありま
す。

※別途、認証サーバーが必要です。
▼WPA-PSK/WPA2-PSKを使用する場合

※クライアント側もWPA-PSK、WPA2-PSKに対応している必要が
あります。

▼WPA-EAP/WPA2-EAPを使用する場合

※クライアント側もWPA-EAP、WPA2-EAPに対応している必要が
あります。

※別途、認証サーバーが必要です。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

チェック
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WDS リピーター使用時のセキュリティ設定

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 基本設定 ] をクリックし、WDSリピーターに設定さ
れている周波数帯のタブをクリックします。

３ WDS暗号化設定の [ 実行 ] ボタンをクリックします。

　　　▼.WDSアクセスポイントの場合

　　　▼.WDSクライアントの場合

４ 表示された画面で暗号化方法を選択し、[ 設定 ] ボタン
をクリックします。

５ WDSクライアントの場合は、【アクセスポイント利用
時のセキュリティ設定】（22.ページ）を行ってください。

これで設定は完了です。

①選択
②クリック

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

クリック

クリック
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ユニバーサルリピーター使用時のセキュリティ設定

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 基本設定 ] をクリックし、ユニバーサルリピーターに
設定されている周波数帯のタブをクリックします。

３ リピーター暗号化設定の [ 実行 ] ボタンをクリックしま
す。

４ 接続する「ネットワーク名（SSID）」、「ポートセパレー
ター」、「SSID 通知」、「接続先MACアドレス」、「暗
号化方法」を設定し、[設定 ] ボタンをクリックします。
※ユニバーサルリピーター使用時はWPA-EAP/
WPA2-EAPは使用できません。

これで設定は完了です。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

クリック

②クリック①設定
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WPS を利用して無線 LAN クライアントを追加する場合

※WPS：Wi-Fi.PROTECTED.SETUP

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [WPS] をクリックし、WPS（Wi-Fi.PROTECTED.
SETUP）を使用する周波数帯のタブをクリックします。

３ WPSを「有効」にし、[設定 ] ボタンをクリックします。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

①設定 ②クリック

クライアント側の PIN コードで設定を開始する場合
無線LANクライアント（無線LANアダプター）側で発行
したPIN コードを入力し、[WPS開始 ] ボタンをクリック
します。

①入力

②クリック

アクセスポイント側の PIN コードで設定を開始する場合
本製品側のPIN コードを無線 LANクライアント側に設定
した後、[WPS開始 ] ボタンをクリックします。
※無線LANクライアント側の設定についてはお使いのパソコンや
無線LANアダプターなどの取扱説明書を参照ください。

②クリック

①クライアントに入力

プッシュボタンを利用した WPS 設定
無線LANクライアント側もプッシュボタンでのWPS設定
に対応している場合、本体のWPSボタンを押すと、WPS
設定を行えます。（【各部の名前】（42.ページ）参照）
本製品を天井や高所などに設置していて、物理的にボタンを
押すことが難しい場合、設定画面上から、[WPS開始 ] ボタ
ンを押と、プッシュボタンを利用したWPS設定を設定画
面上から実行できます。

クリック
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MAC アドレスフィルターを利用する

登録した機器（MACアドレス）のみから接続可能なよう、フィ
ルタリングを施すことができます。

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ フィルター ] をクリックし、MACアドレスフィルター
機能を使用する周波数帯のタブをクリックします。

３ ①機器に関するコメントを入力してください。
②接続を許可する機器のMACアドレスを入力します。
　※半角英数字のみ入力可能です。
③入力後、[追加 ] ボタンをクリックします。
　※MACアドレスは続けて12桁入力します。
　　（間に "-" や "：" を入れない）

４ [ 無線 LAN.MACアドレスフィルター機能を有効にす
る ] を [ 有効 ] にし、入力した内容が表示されているこ
とを確認して、[設定 ] ボタンをクリックします。

これで設定は完了です。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

②入力 ③クリック

①選択

③クリック
②確認

①入力
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スケジュール動作

スケジュールを作成する

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ スケジュール設定 ] をクリックし、作成するスケジュー
ル、曜日、時間を入力し、[ 設定 ] ボタンをクリックし
ます。
※作成したスケジュールの前後2分間に他のスケジュールを
設定することはできません。

３ [ 情報 ] をクリックし、[ スケジュールリスト ] をクリッ
クして、作成したスケジュールが表示されていることを
確認します。

「無線のon/off」、「ログメール通知（E-Mail）送信」、「再起動」をスケジュールで実行することができます。

クリック

①クリック

②設定 ③クリック

①クリック

②クリック
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スケジュールを削除する

１ 設定画面を開き、[情報 ] をクリックします。

２ [ スケジュールリスト ] をクリックし、削除したい項目
の [削除 ] ボタンをクリックし、[設定 ] ボタンをクリッ
クします。
※ [削除 ] ボタンを押した後、[設定 ] ボタンを押さないと設定
は反映されません。

3 スケジュールが削除されたことを確認します。

クリック

①クリック
②クリック

③クリック
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ログ情報

ログを見る

１ 設定画面を開き、[情報 ] をクリックします。

２ [ ログ ] をクリックします。
→ログが表示されます。

[保存 ] ボタン ログ表示内容をテキストファイルで管理者
パソコン上に保存します。

[クリア ] ボタン ログ表示内容を削除します。
[更新 ] ボタン ログ表示内容を最新の情報に更新します。

ログについては、【ログ一覧】（48.ページ）をご覧ください。

本製品のシステムログについて、ログ情報の閲覧、Syslog サーバーへの保存、E-Mail 送信、イベントログ通知の機能があります。

クリック

クリック
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Syslog サーバーへ送る

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ ログ通知設定 ] をクリックし、システムログを [ 有効 ]
にし、システムログを送信するSyslog サーバーの IP
アドレスを入力し、[設定 ] ボタンをクリックします。

クリック

①クリック

③クリック

②設定
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E-Mail 送信

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ ログ通知設定 ] をクリックし、E-Mail 送信を [ 有
効 ] にし、SMTPサーバーアドレス、SMTPポート、
SMTP認証設定、送信先のE-Mail アドレス、送信元
となるアドレスを入力し、[ 設定 ] ボタンをクリックし
ます。

クリック

①クリック

③クリック

②設定
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イベント通知

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ ログ通知設定 ] をクリックし、イベント通知を [ 有効 ]
にし、イベント内容を選択します。

無線.off 設定画面から、もしくはスケジュール動
作で無線をoffにした際に、「off」になっ
たことを通知します。

無線.on 設定画面から、もしくはスケジュール動
作で無線をonにした際に、「on」になっ
たことを通知します。

ログメール通知 ログメール通知のE-Mail 送信が行われ
た際に、メールが送信されたことを通知
します。
※E-Mail 送信設定が正常に行われている必
要があります。(【E-Mail送信】（31.ページ）
参照 )

再起動 再起動動作が発生した際にメールで通知
します。

エラー発生時 本製品になんらかのハードウェアエラー
が発生した際にメールで通知します。

スケジュール動作時 作成済みのスケジュールが実行された際
に、スケジュール動作が発生したことを
通知します。
※スケジュールリストにスケジュールが登録
されている必要があります。(【スケジュー
ルを作成する】（27.ページ）参照 )

３ SMTPサーバーアドレス、SMTPポート、SMTP認
証設定、送信先のE-Mail アドレス、送信元となるアド
レスを入力し、[設定 ] ボタンをクリックします。

クリック

①クリック

③選択

②設定

②クリック

①設定
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高度な設定

ポートセパレーターを使用する

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ セキュリティ ] をクリックし、設定を変更する周波数
帯のタブをクリックします。

3 ポートセパレーターの [SSID] または [STA] にチェッ
クをつけ、[設定 ] ボタンをクリックします。

※[SSID]と [STA]のポートセパレーターは、併用することができます。
ただし、各クライアントは、有線LAN側の接続のみ可能となります。

無線LANクライアント同士の通信を制限する機能を有効にします。
特にホットスポットなど、不特定ユーザーに無線を公開する場合に使用します。

STA ベースのポートセパレーターとは？
SSID 内で、そのSSIDに属するクライアント個々の接続をできな
いようにします。

SSID ベースのポートセパレーターとは？
SSIDを単位として、他のSSIDに属する機器から接続が行
えないように隔離します。
※SSIDごとに有効、無効の設定はできません。クリック

①クリック

②設定する方をクリック

②クリック

①チェック
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VLAN を使用する

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [VLAN] をクリックし、設定を変更する周波数帯のタ
ブをクリックします。

３ タグ VLAN を [ 有効 ] にし、SSID ごとに VLAN.ID
を割り振り、[ 設定 ] ボタンをクリックします。
※同じ周波数帯で同じタグ番号（VLAN.ID）を割り振ること
はできません。

※ [基本設定 ] で設定したSSID数（1～4）分のタグを設定
します。

４ VLAN ハブでタグ VLAN のみを通信させる場合、.
[ 本体設定 ] をクリックし、[ その他の設定 ] をクリック
します。

５ [ 管理用 VLAN設定 ] で [ 有効 ] を選択し、VLAN.ID
を割り振り、[ 設定 ] ボタンをクリックします。
※この時、既に無線LAN側で使用しているVLAN.ID と同じ
IDは割り振ることができません。

これで設定は完了です。

タグVLANとは、フレームのヘッダー部分にVLANの識別番
号を記すことでグループ分けする方法です。
※動作モードの組み合わせで、どちらかの周波数帯に「WDSリピー
ター」もしくは「ユニバーサルリピーター」が含まれている場合は、
VLAN機能は使用できません。

クリック

②入力

①設定

③クリック

①クリック
②クリック

①設定

②クリック

①クリック

②設定する方をクリック
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WMM を使用する

無線でのQoS(Quality.of.Service) を有効にします。動画、
音声など特定のパケットに対して、優先的に構成を確保します。

※通常は、画面内の設定を変更する必要はありません。

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [WMM] をクリックし、設定を変更する周波数帯のタブ
をクリックします。

３ 必要に応じて設定を変更し、[ 設定 ] ボタンをクリック
します。
※通常は設定を変更する必要はありません。
※各項目の詳細は、【●WMM】（60.ページ）をご覧ください。

これで設定は完了です。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック
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省電力機能を有効にする

１ 設定画面を開き、[無線 LAN] をクリックします。

２ [ 高度な設定 ] をクリックし、設定を変更する周波数帯
のタブをクリックします。

３ [ 省電力モード ] で [ 有効 ] を選択し、[ 設定 ] ボタンを
クリックします。

これで設定は完了です。

クリック

①クリック

②設定する方をクリック

①選択

②クリック

省電力モードの仕組み
一定時間無線通信がない場合、無線の休止間隔を自動でつくり、消
費電力を抑えます。
無線LANクライアント側からの接続があった場合には、自動的に
onに復帰します。
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システム設定

時刻を設定する

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ 時刻設定 ] をクリックし、時刻を設定します。

システムの現在の時間を手動またはNTPサーバーから設定できます。
スケジューリング機能、ログ、E-Mail でのイベントログ送信機能を使用する場合、時刻を正しく設定してください。

NTP サーバーから時刻情報を取得する場合
① [タイプ ] で [NTP] を選択します。
②参照するタイムサーバーの設定をします。.
参照先のタイムサーバーはプルダウンメニューから選択で
きます。.
任意で指定する場合は、手動設定にチェックをつけ、タイ
ムサーバーのアドレスを入力します。

③ [設定 ] ボタンをクリックします。.

手動で設定する場合
① [タイプ ] で「Real.Time.Clock(RTC)」を選択します。
② [日付 ]、[ 時刻 ] を入力します。
※ [PCの時刻を設定する ]ボタンを押すと、お使いのパソコンから
時刻情報を取得できます。

③ [ 設定 ] ボタンをクリックします。

クリック

クリック

①選択

②入力

③クリック

①選択

②設定

③クリック
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設定を保存 / 復元する

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ システム設定 ] をクリックします。

クリック

クリック

設定を保存する場合
[ 保存 ] ボタンをクリックし、保存先を選択します。
config.dlf というファイル名で設定が保存されます。.

クリック

設定を復元する場合
[ 設定を保存する ] で書き出した設定情報を復元できます。
① [参照 ] ボタンをクリックし、ファイルを指定します。
② [復元 ] ボタンをクリックします。
これで設定が復元されます。

①クリック

②クリック
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初期化する

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ システム設定 ] をクリックし、[ 出荷時設定に戻す ] の
[ 実行 ] ボタンをクリックします。

３ 以下の画面が表示されますので、[OK] ボタンをクリッ
クします。

４ しばらくお待ちください。初期化には45秒程度かか
ります。
「初期化中です、あと0秒お待ちください。」とカウン
トがとまったら初期化は完了です。
Webブラウザーを終了し、「Magical.Finder」で IP
アドレスの設定を行ってください。

①クリック

②クリック

クリック

ご注意
●以下の作業を行うと、本製品のすべての設定が出荷時状態に戻ります。ご注意ください。

クリック

本製品のリセットスイッチで初期化する場合
①本製品の電源が入っていることを確認します。

②クリップなどの細い棒で本製品背面のリセットスイッチを
3秒以上押します。

③本製品の [POWER] ランプが点滅したら、リセットスイッ
チを離します。

この後、しばらくお待ちください。
POWERランプが点灯→点滅→点灯の順で光ります。
約45秒で初期化は完了します。

押す
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ファームウェアを更新する

１ ファームウェアファイルをダウンロードします。
最新のファームウェアファイルは、弊社ホームページを
ご確認ください。（http://www.iodata.jp/lib/）

２ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

３ [ファームウェア]をクリックし、[参照]ボタンをクリッ
クして更新するファームウェアファイルを選択後、[ 設
定 ] ボタンをクリックします。
あとは画面の指示にしたがってください。

クリック

①クリック

②クリック

③クリック
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管理者パスワードを変更する

１ 設定画面を開き、[本体設定 ] をクリックします。

２ [ 管理者パスワード ] をクリックし、現在のパスワード、
新しいパスワードを入力し、[ 設定 ] ボタンをクリック
します。

これで設定は完了です。

クリック

①クリック

②入力

③クリック
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仕様

各部の名前

上面

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①WPSボタン

3秒以上押し続けると、WPS.ランプが青点滅します。青点滅中にボタンを離すと5GHz帯無線のWPSが
作動します。
約10秒間押し続けると、WPS.ランプが青点滅から橙点滅に変わります。橙点滅中にボタンを離すと2.4GHz
帯無線のWPSが作動します。

②WPSランプ

消灯 通常動作状態
青点滅 5GHz帯.無線 LAN.WPS待機状態、WPS接続動作中
青点滅→青点灯 5GHz帯.無線 LAN.WPS接続成功
青点滅→速い青点滅 5GHz帯.無線 LAN.WPS接続失敗
橙点滅 2.4GHz帯.無線 LAN.WPS待機状態、WPS接続動作中
橙点滅→橙点灯 2.4GHz帯.無線 LAN.WPS接続成功
橙点滅→速い橙点滅 2.4GHz帯.無線 LAN.WPS接続失敗

③POWERランプ
消灯 電源OFF
点灯 電源ON( 動作中 )
点滅 起動 /再起動中、初期化中、ファームウェア更新中

④2.4GHzランプ
消灯 2.4GHz帯.無線 LAN停止中
点灯 2.4GHz帯.無線 LAN動作中
点滅 2.4GHz帯.無線 LAN通信中

⑤5GHzランプ
消灯 5GHz帯.無線 LAN停止中
点灯 5GHz帯.無線 LAN動作中
点滅 5GHz帯.無線 LAN通信中

⑥STATUSランプ 消灯 通常動作中
点滅 ファームウェア更新失敗

⑦LANランプ
消灯 有線LANリンクなし
点灯 有線LANリンク中
点滅 有線LAN通信中
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背面

①アンテナ端子 添付のアンテナを接続します。
②DC-IN 添付のACアダプターを接続します。
③RESETスイッチ 本製品の設定を出荷時設定に戻します。【初期化する】（39.ページ）をご覧ください。

④PoE/LANポート

パソコンやハブ（ローカルネットワーク側）を接続するためのポートです。
1000BASE-T まで対応の有線リンク速度を自動認識します。接続されたLANケーブルが「ストレート」
か「クロス」かを自動認識します。
また、本製品はPoE（IEEE802.3af、IEEE802.3at）の受電にも対応します。
※PoEで動作させる場合は、②DC-IN に ACアダプターは接続しないでください。
※動作確認済みPoE給電スイッチは、弊社ホームページをご確認ください。
　（http://www.iodata.jp/　より、製品型番を検索の上、「仕様」をご確認ください。

① ② ③ ④ ①

前面・底面

①ネジ穴
天井キットを固定するためのネジ穴です。
※天井キットの取り付け方法は、【本製品を天井に取り付ける場合】（12.ページ）をご覧ください。

②取り付け穴
天井キットや本製品を壁に取り付けるための穴です。
※壁への取り付け方法は、【本製品を壁に取り付ける場合】（12.ページ）をご覧ください。

② ②

①
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動作環境
通信できる無線機器
IEEE802.11n/a※、IEEE802.11n/g/b 準拠の無線LAN製品と通信できます。
※J52チャンネルのみ利用可能な無線LAN機器とは通信できません。
（モードについては、【動作モードについて】（16.ページ）をご覧ください。）

●本製品をアクセスポイントモード（出荷時設定）で使用する場合
. IEEE802.11n/a、IEEE802.11n/g/b 準拠の無線LANアダプター

●本製品をWDSリピーターモードで使用する場合
. WHG-NAPG/AのWDSリピーターモード
. WDSアクセスポイント（親機）1台に対し、WDSクライアント（子機）4台まで接続できます。

●本製品をユニバーサルリピーターモードで使用する場合

本製品の設定ができるパソコン
LANアダプターが使用でき、以下のOSを搭載した機種
. Windows®.8.1（32/64ビット版）
. Windows®.8（32/64ビット版）
. Windows®.7（32/64ビット版）
. Windows.Vista®（32/64ビット版）
. Windows®.XP
. Windows®.2000
. Mac.OS.X(10.4 以降 )

使用可能なプロトコル
. TCP/IP（IPv4、IPv6）

設定に必要なソフトウェア
本製品を設定するには、以下のバージョンのWebブラウザーが必要です。お持ちで無い場合は、別途ご用意ください。.
. Windowsで設定する場合：Internet.Explorer.バージョン6.0以上
. Mac.OS.Xで設定する場合：Safari.バージョン3.0以上

アクセスポイント IEEE802.11n/a/g/b 準拠の無線LANアクセスポイント
無線LANアダプター IEEE802.11n/a、IEEE802.11n/g/b 準拠の無線LANアダプター

仕様
商品名 IEEE802.11n/a/g/b 対応.無線 LANアクセスポイント
製品型番 WHG-NAPG/A
無線 LAN部

対応規格 有線部 10BASE-T／ 100BASE-TX／1000BASE-T
無線部 IEEE802.11a、IEEE802.11b、IEEE802.11g、IEEE802.11n（2.4GHz／ 5GHz）

無線周波数帯域 IEEE802.11a,.n. 5.15～ 5.35GHz(W52,W53),.5.47～ 5.725GHz.(W56)
IEEE802.11b,.g,.n 2.400～2.484GHz

無線チャンネル

IEEE802.11a,.n
(5GHz)

[W52]..36,40,44,48ch（オートチャンネル動作時）
[W53].52,56,60,64ch
[W56].100,104,108,112,116,120,124,128,132,136,140ch

IEEE802.11b,.g,.n
(2.4GHz)

1 ～ 13ch（オートチャンネル動作時は、1～11ch）
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無線変調方式 IEEE802.11b. DS-SS[DBPSK/DQPSK/CCK]
IEEE802.11a,.g,.n OFDM[BPSK/QPSK/16QAM/64QAM]

データ転送速度(理論値)

有線部 LAN：1000Mbps(1000BASE-T)、100Mbps(100BASE-TX)、10Mbps(10BASE-T)
無線部 IEEE802.11b 最大11Mbps

IEEE802.11a/g 最大54Mbps
IEEE802.11n 最大130Mbps.(20MHz幅チャネル時 )

最大300Mbps.(40MHz幅チャネル時 )
※.表示の数値は、本製品と同等の構成を持った機器との通信を行ったときの理論上の最大値であり、.実際のデータ転送速度を
示すものではありません。

無線LANセキュリティ
WEP（64／128.bit）、WPA-PSK（TKIP ／ AES）、WPA-EAP（TKIP ／ AES）、WPA2-PSK（AES）、
WPA2-EAP（AES）、IEEE802.1x（別途、認証サーバーが必要です）、MACアドレス接続制限、ポートセパレーター、
SSID非通知機能

対応EAP方式
EAP-TLS、PEAP（MS-CHAPv2／GTC）、EAP-TTLS（MS-CHAPv2／MS-CHAP／PAP／CHAP）、
EAP-FAST（MS-CHAPv2／GTC）

アンテナ 2.4GHz/5GHz.外付けダイポールアンテナ.× 2(RSMAコネクタ×2搭載 )
無線 LAN動作モード アクセスポイントモード、WDSモード、ユニバーサルリピーターモード
無線LAN機能 WPS、送信電波出力調整機能（6段階）、マルチSSID(2.4GHz,.5GHzそれぞれ4SSID）

無線LANに接続できる
機器の台数

アクセスポイントモード 最大50台の子機 (2.4GHz/5GHz合計 )
WDSリピーターモード WDSアクセスポイントに対して、WDSクライアント最大4台

WDSクライアントのアクセスポイント.最大20台の子機 (2.4GHz/5GHz合計 )
ユニバーサルリピーター 最大20台の子機 (2.4Ghz/5Ghz 合計 )

リピート段数は１段まで
※同時に通信する台数が2.4GHz,.5GHz の各帯域あたり10台を越える場合は、負荷を分散するために無線LANアク
セスポイントの台数を増やすことをおすすめいたします。

有線LAN部
LANポート RJ-45.×.1ポート (Auto.Negotiation,.Auto.MDI/MDI-X,.PoE対応 )

有線伝送符号方式
10BASE-T マンチェスタ符号
100BASE-TX 4B/5B+MLT-3
1000BASE-T 8B1Q4

PoE

IEEE802.3af,.IEEE802.3at.
※ PoEで動作させる場合は、DC.IN に ACアダプターは接続しないでください。
※動作確認済みPoE給電スイッチは、弊社ホームページをご確認ください。
　（http://www.iodata.jp/　より、製品型番を検索の上、「仕様」をご確認ください。

フローコントロール Back.Pressure（Half-duplex.時）、IEEE802.3x（Full-duplex.時）
MACアドレステーブル 1024（有線部）
エージングタイム 30秒
ジャンボフレームサイズ 対応なし
その他機能 SpanningTree（802.1D）、VLAN(IEEE802.1Q)
管理機能
SNMP SNMP.Agent.v1/v2/v2c、SNMP.Trap/Notification、MIB-II、InterfaceMIB
その他 Syslog
一般仕様

電源 ACアダプター DC12V.700mA（最大）
PoE DC36～57V.(typ48V)/9.1w（最大）

動作温度範囲 0～40℃
動作湿度範囲 10～85%（結露しないこと）
保存温度範囲 -5～60℃
保存湿度範囲 5～95%
外形寸法 約.220(W) × 140(D) × 30(H)mm.※突起部含まず
質量 ( 本体のみ ) 約.360g
質量 ( 梱包時 ) 約.1010g
保証期間 3年
環境対応 RoHS指令準拠
取得規格 無線LAN：電波法.技術基準適合証明取得、ACアダプター：電気用品安全法.適合性検査合格書取得、VCCI.Class.A.
その他 日本国外では使用できません。
※.5.2/5.3GHz帯は電波法により屋内使用に限定されます。
※.無線 LANの実効速度はお使いの環境により異なります。.
※.IEEE802.11nでWPA-PSK(TKIP) またはWEPを選択した場合、十分な通信速度が得られません。.
※W53,.W56.のチャンネルを使用して本製品の起動、再起動、無線の設定を変更した場合、DFSの動作により1分間無線LANの通信は行えません。



46

出荷時設定
動作モード 2.4GHz アクセスポイント

5GHz アクセスポイント
基本設定
（アクセスポイント）

無線機能 無効
SSID数 1
SSID1 AirPortxxxxx(x は製品ごとで異なります。)
オートチャンネル 有効
チャンネル更新時間 更新しない
使用する帯域 2.4GHz 2.4GHz（IEEE802.11n/g/b）

5GHz 5GHz（IEEE802.11n/a）
チャンネルボンディング 20MHz

基本設定
（WDSリピーター）

無線機能 無効
SSID数 1
SSID1 AirPortxxxxx(x は製品ごとで異なります。)
チャンネル 2.4GHz 6ch

5GHz 36ch
使用する帯域 2.4GHz 2.4GHz（IEEE802.11n/g/b）

5GHz 5GHz（IEEE802.11n/a）
チャンネルボンディング 20MHz
WDSモード WDSアクセスポイント
MACアドレス.1 000000000000
MACアドレス.2 000000000000
MACアドレス.3 000000000000
MACアドレス.4 000000000000

基本設定
（ユニバーサルリピーター）

無線機能 無効
SSID数 1
SSID1 AirPortxxxxx(x は製品ごとで異なります。)
使用する帯域 2.4GHz 2.4GHz（IEEE802.11n/g/b）

5GHz 5GHz（IEEE802.11n/a）
チャンネルボンディング 20MHz

WPS WPS 有効
クライアント側WPS設定 （空白）

セキュリティ SSID SSID1の名前
ポートセパレー
ター

SSID 無効
STA 無効

SSID通知 有効
暗号化方法 WPA-PSK/WPA2-PSK
認証方法 WPA&WPA2(TKIP&AES)
Pre.Shared.Key 入力方式 ASCII
キーの更新 更新しない

フィルター 無線LAN.MACアドレスフィルター機
能を有効にする

無効
説明 （空白）
MACアドレス （空白）

VLAN タグVLAN 無効
SSIDタグ 1

WMM WMM 有効
高度な設定 フラグメント閾値 2346

RTS閾値 2346
ビーコン間隔 100
DTIM送信間隔 1
11nデータレート 自動
プリアンブル ロングプリアンブル
CTSプロテクション 自動
送信出力 100%
省電力モード 無効
接続台数制限 128

有線LAN設定 IPアドレスの設定方法 DHCP自動取得
DNSタイプ ダイナミック

時刻設定 タイプ RTC( 手動 )
参照するタイムサーバーの設定 プリセットから選択

スケジュール設定 作成するスケジュール 再起動
曜日 未選択
時間 0時　0分

ログ通知設定 ログレベル 標準
システムログ 無効
E-Mail 送信 無効
イベント通知 無効
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SNMP SNMP 無効
Trap 無効

その他の設定 デバイス名 WHG-NAPG/A
管理用VLAN 無効
IEEE802.1dスパニングツリー 無効
5GHz.と 2.4GHzのセパレート 無効
UPnP 無効
PnP-X 無効
LLTD 無効
無線接続時は設定画面をひらかせない 有効
AirPort.Quick.Copy 有効
AirPort.Quick.Copy.HG 有効

管理者パスワード 現在のパスワードの入力 （空白）
新しいパスワードの入力 （空白）
新しいパスワードの再入力 （空白）
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ログ一覧
メッセージ 内容 注釈

Start.Log.Message.Service! ログ処理を開始します
SYS,.Application.Version:.xx F/Wバージョン
LAN,.start LAN処理を開始します
BR,.start ブリッジ処理を開始します
WLAN*,.Wireless.mode.= 無線 LANの通信規格 *は、1が2.4GHz、2は5GHz
WLAN*,.SSIDx.= SSIDx の、ESSIDを表示 "* は、1 が 2.4GHz、2 は 5GHz.

x は、1-4"
WLAN*,.Channel.= 無線 LANのチャンネル *は、1が2.4GHz、2は5GHz
WLAN*,.Max.client.number.= 無線 LANの接続制限数 *は、1が2.4GHz、2は5GHz
WLAN*,.Beacon.Interval.=. 無線 LANのビーコン間隔 *は、1が2.4GHz、2は5GHz
WLAN*,.DTIM.period.= 無線 LANのDTIM送信間隔 *は、1が2.4GHz、2は5GHz
WLAN*,.Preamble.= 無線 LANのプリアンブルのモード *は、1が2.4GHz、2は5GHz
NTP,.start.NTP.Client NTPクライアントを開始します
NTP,.Time.zone.=.+9.0.Osaka,.Sapporo,.Tokyo NTPのタイムゾーン:大阪、札幌、東京ゾー

ン
NTP,.Daylight.saving.status:.Disable 夏時間設定 :OFF
NTP,.Local.time=xxxx/yy/zz.aa:bb:cc NTPサーバーから取得した時間 xxxx：年

yy：月
zz：日
aa：時
bb：分
cc：秒

LAN,.NAT.Disabled NAT無効
LAN,.stop.NAT NATを停止します
LAN,.Firewall.Disabled Firewall 無効
LAN,.stop.Firewall Firewall を停止します
HTTP,.start HTTPサーバーを開始します
HTTP,.Stopping HTTPサーバーを停止します
HTTP,.Address."xxx.xxx.xxx.xxx".login.success ログオンが成功しました xxx.xxx.xxx.xxx は、PCの IPアドレス
HTTP,.Address."xxx.xxx.xxx.xxx".login.error ログオンが失敗しました xxx.xxx.xxx.xxx は、PCの IPアドレス
HTTP,.Address."xxx.xxx.xxx.xxx".logout.success ログオフに成功しました xxx.xxx.xxx.xxx は、PCの IPアドレス
SNMP,.start.SNMP.server SNMPサーバーを開始します
Reloading,.Reloading.SNMP.server SNMPサーバーを再起動しました
WLAN[2.4G],Available. Auto.Channel:. [CH.1. ~.
CH.11]

2.4GHzのオートチャンネルの使用範囲

WLAN[2.4G],.AutoChannel.change.to.x 2.4GHz のオートチャンネルで xチャン
ネルに変更されました

WLAN[2.4G],.Current.channel.is.best.channel 2.4GHz のオートチャンネルで変更はあ
りません

WLAN[5G],Available.Auto.Channel:. [CH.36,.CH.40,.
CH.44,.CH.48]

5GHzのオートチャンネルの使用範囲

WLAN[5G],.AutoChannel.change.to.x 5GHz のオートチャンネルで xチャンネ
ルに変更されました

WLAN[5G],.Current.channel.is.best.channel 5GHz のオートチャンネルで変更はあり
ません

UPnP,.Stopping UPnPを停止します
UPnP,.Start UPnPを開始します
WLAN,.LLTD.Stopping LLTDを停止します
WLAN,.start.LLTD LLTDを開始します
DHCP,.DHCP.Server.Stoping DHCPサーバーを停止します
WAN,.Stopping WANを停止します
WAN,.stop.Static.IP.mode WANの静的 IP アドレスモードを停止し

ます
Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].associated クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が接続を

開始しました
xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].start.authentication クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が認証を
開始しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

S t a t i o n . [ x x : x x : x x : x x : x x : x x ] . WPA /WPA2.
authentication.successful

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA/
WPA2認証に成功しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス



49

メッセージ 内容 注釈
S t a t i o n . [ x x : x x : x x : x x : x x : x x ] . WPA /WPA2.
authentication.fail

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA/
WPA2認証に失敗しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].disassociated クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が切断し
ました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. sending.1/4.msg.of.
4-Way.Handshake

Step.1/4.メッセージを送信しました xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. received.EAPOL-Key.
frame.(2/4.Pairwise)

Step.2/4. ペアワイズキーの EAPOL
キーフレームを取得しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. sending.3/4.msg.of.
4-Way.Handshake

Step.3/4.メッセージを送信しました xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. received.EAPOL-Key.
frame.(4/4.Pairwise)

Step.4/4. ペアワイズキーの EAPOL
キーフレームを取得しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx].pairwise.key.handshake.
completed.(WPA)

WPAのペアワイズキーのハンドシェイク
が完了しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx].pairwise.key.handshake.
completed.(RSN)

WPA2のペアワイズキーのハンドシェイ
クが完了しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. sending.1/2.msg.of.
Group.Key.Handshake

Step.1/2.グループキーを送信しました xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx]. received.EAPOL-Key.
frame.(2/2.Group)

Step.2/2.グループキーフレームを受信
しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station. [xx:xx:xx:xx:xx:xx].group.key.handshake.
completed.(WPA)

WPAのグループキーのハンドシェイクが
完了しました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].EAPOL-Key.timeout EAPOL-Key の受信タイムアウトが発生
しました。

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].invalid.MIC.in.msg.2/4.of.
4-Way.Handshake

Step.2/4. ペアワイズキーのMIC が異
なっています

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線 LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA-EAP(TKIP).

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA-
EAP(TKIP) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA-EAP(AES).

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA-
EAP(AES) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA2-EAP(TKIP).

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
WPA2-EAP(TKIP) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA2-EAP(AES).

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
WPA2-EAP(AES) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA-PSK(TKIP).

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA-
PSK(TKIP) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA-PSK(AES).

クライアントxx:xx:xx:xx:xx:xxがWPA-
PSK(AES) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA2-PSK(TKIP).

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
WPA2-PSK(TKIP) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WPA2-PSK(AES).

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
WPA2-PSK(AES) で接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
No.encryption

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が暗号化
なしで接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
IEEE802.1X

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
IEEE802.1X(Dynamic.WEP) で接続
を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

Station.[xx:xx:xx:xx:xx:xx].Encryption.Information.
WEP

クライアント xx:xx:xx:xx:xx:xx が
Static.WEPで接続を行いました

xx:xx:xx:xx:xx:xx は、無線LANクライ
アントのMACアドレス

SCHEDULE,.start.Schedule スケジュール機能を開始しました
SCHEDULE,.Schedule.Stopping スケジュール機能を停止しました
SCHEDULE,.start.Wireless.Off 無線の無効処理を開始しました
SCHEDULE,.Stop.Wireless.Off 無線の無効処理を停止しました
SCHEDULE,.start.Wireless.On 無線の有効処理を開始しました
SCHEDULE,.Stop.Wireless.On 無線の有効処理を停止しました
SCHEDULE,.start.Email.Alert E-Mail でのログ送信を開始しました
SCHEDULE,.stop.Email.Alert E-Mail でのログ送信を停止しました
SCHEDULE,.start.System.Reboot 再起動処理を開始しました
SCHEDULE,.stop.System.Reboot 再起動処理を停止しました
SMTP,.Send.mail.failed E-Mail でのログ送信に失敗しました



50

●ステータス
本製品の現在のステータスを表示します。無線LANのステータスは動作モードにより異なります。

　　▼動作モードが［無効］の場合

　　▼動作モードが［APモード］の場合

　

情報 システムの情報を表示します。
システム時間 システムの現在の時間を表示します。
システム起動時間 システムの起動時からの時間を表示します。
ハードウェアバージョン 本製品のハードウェアのバージョンを表示します。
ファームウェアバージョン 本製品のファームウェアのバージョンを表示します。
有線LANステータス 有線LAN側の情報を表示します。
ＩＰアドレス 本製品の IPアドレスを表示します。
サブネットマスク 本製品のサブネットマスクを表示します。
MACアドレス 有線LANポートのMACアドレスを表示します。
デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイアドレスを表示します。
プライオリティDNSサーバー 優先度1のDNSサーバーを表示します。
セカンダリDNSサーバー 優先度2のDNSサーバーを表示します。

設定画面一覧

情報

▼動作モードが［WDSアクセスポイントモード］の場合

▼動作モードが［WDSクライアントモード］の場合

▼動作モードが［ユニバーサルリピーターモード］の場合
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●クライアントリスト
本製品に接続されているクライアントのリストを表示します。

SSID 接続しているクライアントのESSIDを表示します。
MACアドレス 接続しているクライアントのMACアドレスを表示します。
無線LAN規格 接続しているクライアントの無線通信規格を表示します。.

IEEE802.11b、IEEE802.11g、IEEE802.11a、IEEE802.11n/g、IEEE802.11n/a
セキュリティ 接続しているクライアントのセキュリティ方式を表示します。.

無効、WEP、WPA-PSK(TKIP)、WPA-PSK(AES)、WPA2-PSK(TKIP)、WPA2-PSK(AES)、.
WPA-EAP(TKIP)、WPA-EAP(AES)、WPA2-EAP(TKIP)、WPA2-EAP(AES)

電波強度 (%) 接続しているクライアントの電波強度 (%) を表示します。
Tx 送信パケット数を表示します。
Rx 受信パケット数を表示します。
[更新 ] ボタン 最新の情報に更新します。

無線LANステータス 無線LAN側の情報を表示します。
2.4GHz無線 LANステータス 2.4GHz側の無線LANのステータスを表示します。
5GHz無線 LANステータス 5GHz側の無線LANのステータスを表示します。
動作モード ご利用の周波数の動作モードを表示します。.

アクセスポイント、WDSリピーター、ユニバーサルリピーター、無効
チャンネル 動作しているチャンネルを表示します。.

1～13、36、40、44、48、52、56、60、64、100、104、108、112、116、
120、124、128、132、136、140、無線.off

ESSID 動作しているSSIDを表示します。
セキュリティ アクセスポイントの動作しているセキュリティモードを表示します。.

無効、WEP、WPA-PSK(TKIP)、WPA-PSK(AES)、WPA-PSK(TKIP&AES)、WPA2-
PSK(AES)、WPA-PSK/WPA2-PSK(TKIP&AES)、WPA-EAP(TKIP)、WPA-EAP(AES)、.
WPA-EAP(TKIP&AES)、WPA2-EAP(AES)、WPA-EAP/WPA2-EAP(TKIP&AES)

BSSID アクセスポイントのBSSIDが表示されます。
WDS.MACアドレス WDSクライアントモード時のMACアドレスを表示します。.

WDSアクセスポイントモードのデバイスに、本MACアドレスを登録してください。
接続ステータス ユニバーサルリピーター動作時に、接続を行うアクセスポイントの接続状態が表示されます。.

成功、失敗
周波数 本機が接続しているチャンネルの周波数を表示します。
BSSID( 接続 ) ユニバーサルリピーター動作時に、接続を行われているアクセスポイントのBSSIDを表示します。
セキュリティ ( 接続 ) ユニバーサルリピーター動作時に、接続が行われているセキュリティ方式を表示します。.

無効、WEP、WPA-PSK(TKIP)、WPA-PSK(AES)、WPA2-PSK(TKIP)、WPA2-
PSK(AES)、WPA-EAP(TKIP)、WPA-EAP(AES)、WPA2-EAP(TKIP)、WPA2-EAP(AES)

MACアドレス ユニバーサルリピーター時のMACアドレスを表示します。
BSSID(AP) ユニバーサルリピーター時のアクセスポイント部分のBSSIDを表示します。
セキュリティ (AP) ユニバーサルリピーター時のアクセスポイント部分の動作しているセキュリティモードを表示します。.

無効、WEP、WPA-PSK(TKIP)、WPA-PSK(AES)、WPA-PSK(TKIP&AES)、WPA2-
PSK(AES)、WPA-PSK/WPA2-PSK(TKIP&AES)

[ 更新 ] ボタン 最新の情報に更新します。
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無線 LAN
●動作モード

アクセスポイント 通常のアクセスポイントとして使用します。接続できるのは無線クライアントのみとなります。
WDSリピーター WDS(Wireless.Distribution.System) によるリピーターモードです。2つ以上の有線ネットワークな

どを、無線で接続 ( ブリッジ ) することができます。WDS.アクセスポイント（親機）1.台に対し、WDS.
クライアント（子機）4.台まで、あらかじめ設定済みの対応アクセスポイントのみ無線接続できます。

ユニバーサルリピーター 無線LANの間に壁などがあり、無線通信しにくい場合は、本製品を中継点（リピーター）として接続
することができます。エリアに存在するネットワーク（SSID）を選択し、接続することで機能します。
※ IEEE802.1x 認証ネットワーク内では使用することができません。

無効 無線機能を無効にします。

※以下の組み合わせは設定できません。.
・ユニバーサルリピーターを両方の周波数で設定する。..
・WDSリピーターを両方の周波数で設定する。.
・ユニバーサルリピーターとWDSリピーターの組み合わせで設定する。

●スケジュールリスト
本製品に設定されているスケジュールを一覧で表示します。

[削除 ] ボタン 表示されているスケジュール項目を削除します。
[設定 ] ボタン スケジュールの削除を反映します。

●ログ
ログの内容については、【ログ一覧】（48.ページ）をご覧ください。

[ 保存 ] ボタン 表示されているログを保存します。
[クリア ] ボタン ログを消去します。
[更新 ] ボタン 最新の情報に更新します。
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●基本設定（WDS リピーター）

無線機能 無線のon、offを設定します。
SSID数 WDSリピーター使用時は、マルチSSID機能は使用できません。
SSID1 SSID名を設定します。
チャンネル 2.4GHz 1～13.ch から選択します。

5GHz 36、40、44、48chから選択します。
使用する帯域 使用する無線規格を選択します。
チャンネルボンディング チャンネルボンディングを使用する場合は「20/40MHz」を選択します。
WDSモード WDSアクセスポイント（親機）、または、WDSクライアント（子機）を選択します。.

※WDSアクセスポイント（親機）1台に対し、WDSクライアント（子機）を4台まで接続できます。
MACアドレス1～4 WDS接続するアクセスポイントの無線MACアドレスを登録します。
WDS暗号化設定 WDS接続環境で使用されている暗号化方法を設定します。

※WDS使用時は暗号化なし（無効）かWEPしか使用できません。

●基本設定（アクセスポイント）

無線機能 無線のon、offを設定します。
SSID数 マルチSSIDを使用する場合、設定します。SSID数は最大、片方の周波数帯に4つまで設定できます。
SSID1～4 SSID名を設定します。
オートチャンネル オートチャンネル使用時は「有効」にします。
チャンネル更新時間 オートチャンネル　「有効」時、使用チャンネルの更新間隔を設定できます。
チャンネル 2.4GHz 1～13.ch から選択します。

5GHz 36、40、44、48、52、56、60、64、100、104、108、112、116、120、
124、128、132、136、140.ch から選択します。

使用する帯域 使用する無線規格を選択します。
チャンネルボンディング チャンネルボンディングを使用する場合は「20/40MHz」を選択します。
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●基本設定（ユニバーサルリピーター）

無線機能 無線のon、offを設定します。
SSID数 ユニバーサルリピーター使用時は、マルチSSID機能は使用できません。
SSID1 SSID名を設定します。
使用する帯域 使用する無線規格を選択します。
チャンネルボンディング チャンネルボンディングを使用する場合は「20/40MHz」を選択します。
設定ウィザード ユニバーサルリピーターの接続設定ウィザードを起動します。
リピーター暗号化設定 暗号化方法を変更します。

※暗号化なし（無効）、WEP、WPA-PSK、WPA2-PSKから選択できます。
　（各画面については、下記より参照）

ユニバーサルリピーターセキュリティ設定（無効）

　
ネットワーク名 (SSID) SSID 名を設定します。
ポートセパレータ― STAベースのポートセパレーター機能を有効にする場合にチェックをつけます。
SSID通知 [ 無効 ].に設定するとクライアントから設定済みのSSIDを見えない状態にします。
MACアドレス認証 有効：設定されたMACアドレスのアクセスポイントに接続をおこないます。

無効：設定されたSSIDのアクセスポイントに接続をおこないます。
暗号化方法 無効：暗号化なしでリピートします。

WEP：WEP暗号化でリピートします。
WPA-PSK/WPA2-PSK：WPA-PSK/WPA2-PSK暗号化でリピートします。
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ユニバーサルリピーターセキュリティ設定（WEP）

認証方式 「Open.System」か「Shared.Key」かを選択します。
キーの長さ WEPのキー長は64bit か 128bit を使用できます。
入力方法 ASCII 半角英数字を入力します。

16進数 0～9またはA～Fの文字列を入力します。
暗号キー番号 WEPの有効になる暗号キー番号を選択します。
暗号キー1～4 WEPの暗号キーを入力します。

64bit 128bit
ASCII 5 文字 10文字
16進数 13文字 26文字

ユニバーサルリピーターセキュリティ設定（WPA-PSK/WPA2-PSK）

　

認証方式 WPA（TKIP） WPA-PSKの TKIP 方式暗号化に対応します。
WPA（AES） WPA-PSKのAES方式暗号化に対応します。
WPA（TKIP ＆ AES）WPA-PSKの TKIP 方式とAES方式どちららにも対応します。
WPA2（AES） WPA2-PSKのAES方式暗号化に対応します。
WPA&WPA2（TKIP
＆ AES）

WPA-PSKとWPA2-PSKの両方に対応しており、クライアントの暗号方式を自動的
に判別して接続します。
WPA-PSKやWPA2-PSKのクライアントが同時に接続することができます。

Pre.Shred.Key
入力方法

ASCII 半角英数字を入力します。
16進数 0～9またはA～Fの文字列を入力します。

Pre.Shred.Key ASCII 8 ～ 63文字の半角英数字で入力します。
16進数 64文字の0～9またはA～Fの文字列を入力します。

キーの更新 キーの更新間隔を選択します。
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● WPS

WPS WPSでの設定を行う場合「有効」にします。ボタンでの設定などを行わない場合「無効」にしておくと
不用意な操作を無効にできます。　※WPSでの設定は、SSID1でのみ利用できます。.

アクセスポイント側WPS設定
設定をリセットする WPSの設定ステータスをリセットします。
WPS開始 アクセスポイント側のPINコードで設定を開始します。
クライアント側WPS設定
WPS開始 クライアント側のPINコードで設定を開始します。
プッシュボタンを利用したWPS設定
WPS開始 プッシュボタンを使用したWPS設定を設定画面上から開始します。
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●セキュリティ

SSID セキュリティ設定を行うSSIDを選択します。
ポートセパレーター 各モードについては【ポートセパレーターを使用する】（33.ページ）をご覧ください。

SSID SSIDベースのポートセパレーター機能を有効にする場合にチェックをつけます。
STA STAベースのポートセパレーター機能を有効にする場合にチェックをつけます。

SSID通知 [ 無効 ].に設定するとクライアントから設定済みのSSIDを見えない状態にします。

●セキュリティ（WEP）

認証方式 「オープンシステム」か「Shared.Key（共有キー）」かを選択します。
キーの長さ WEPのキー長は64bit か 128bit を使用できます。
入力方法 ASCII 半角英数字を入力します。 16進数 0～9またはA～Fの文字列を入力します。
暗号キー番号 WEPの有効になる暗号キー番号を選択します。
暗号キー1～4
　

WEPの暗号キーを入力します。
64bit 128bit

ASCII 5 文字 10文字
16進数 13文字 26文字
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●セキュリティ（WPA-PSK/WPA2-PSK）

認証方式 WPA（TKIP） WPA-PSKの TKIP 方式暗号化に対応します。
WPA（AES） WPA-PSKのAES方式暗号化に対応します。
WPA
（TKIP&AES）

WPA-PSKの TKIP 方式とAES方式どちららにも対応します。

WPA2（AES） WPA2-PSKのAES方式暗号化に対応します。
WPA&WPA2
（TKIP&AES）

WPA-PSKとWPA2-PSKの両方に対応しており、クライアントの暗号方式を自動
的に判別して接続します。
WPA-PSKやWPA2-PSKのクライアントが同時に接続することができます。

Pre.Shared.Key 入力
方法

ASCII 半角英数字を入力します。
16進数 0～9またはA～Fの文字列を入力します。

Pre.Shared.Key ASCII 8 ～ 63文字の半角英数字で入力します。
16進数 64文字の0～9またはA～Fの文字列を入力します。

キーの更新 キーの更新間隔を選択します。

●セキュリティ（IEEE802.1x WEP）

認証方式 「オープンシステム」か「Shared.Key（共有キー）」かを選択します。
キーの長さ WEPのキー長は64bit か 128bit を使用できます。
Radius サーバー.IP ア
ドレス

Radius サーバーの IPアドレスを設定します。

Radius サーバー.ポート Radius サーバーのポート番号を設定します。
Radius サーバー.共有
シークレット

Radius サーバーに登録されているShared.Secret（共有シークレット）を設定します。
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●セキュリティ（WPA-EAP/WPA2-EAP）

認証方式 WPA（TKIP） WPA-EAPの TKIP 方式暗号化に対応します。
WPA（AES） WPA-EAPのAES方式暗号化に対応します。
WPA
（TKIP&AES）

WPA-EAPの TKIP 方式とAES方式どちららにも対応します。

WPA2（AES） WPA2-EAPのAES方式暗号化に対応します。
WPA&WPA2
（TKIP&AES）

WPA-EAPとWPA2-EAPの両方に対応しており、クライアントの暗号方式を自動
的に判別して接続します。
WPA-EAPやWPA2-EAPのクライアントが同時に接続することができます。

Radius サーバー.IP ア
ドレス

Radius サーバーの IPアドレスを設定します。

Radius サーバー.ポート Radius サーバーのポート番号を設定します。
Radius サーバー.共有
シークレット

Radius サーバーに登録されているShared.Secret（共有シークレット）を設定します。

キーの更新 キーの更新間隔を選択します。

●フィルター

説明 登録する機器にコメントをつけます。半角英数字のみ入力可能です。
MACアドレス 接続を許可する機器のMACアドレスを入力します。半角英数字のみ入力可能です。
[追加 ] ボタン 許可リストに追加します。
[リセット ] ボタン 入力内容をリセットします。
[削除 ] ボタン 選択した機器（MACアドレス）を許可リストから削除します。
[全てを削除 ] ボタン 全ての機器（MACアドレス）を許可リストから削除します。
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● VLAN

タグVLAN フレームのヘッダ部分にVLANの識別番号を記すことでグループ分けを行います。
SSID.1 ～ 4タグ SSIDごとにVLAN.ID を割り振ります。

● WMM

Aifsn CWMin CWMax Txop ACM AckPolicy
フレーム送信間隔 待機時間 ( 最小値 ) 待機時間 ( 最大値 ) 占有時間 送信フレーム割り当

て制限
Ackの送信

AC_BE ベストエフォート (Web)
AC_BK バックグラウンド (Mail)
AC_VI Video（動画）
AC_VO Voice（音声）
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●高度な設定

フラグメント閾値 パケットを分割する際のパケットサイズを256～2346で設定します。
電波状況が悪い場所では値を低めに設定すると効果的ですが、一般にスループットは低下します。

RTS閾値 RTSパケットのサイズを1～2346で設定します。
アクセスポイントは実際のデータを送信する前に、RTS( 送信要求 ) パケットを送信して、データを送信して
良いか確認しています。パケットのサイズを低めに設定すると、頻繁にRTSパケットが送出されるので、一
般にスループットは低下します。

ビーコン間隔 ビーコンの間隔を20～1000msで設定します。ビーコンとは無線ネットワークを同期させるためにアク
セスポイントから一定間隔で送信するパケットのことです。間隔を短くして頻繁に送信すると通信品質は上が
りますが、他の機器との干渉も増えます。

DTIM送信間隔 ビーコンに対し、どの程度の間隔でDTIMを挿入するかを1～255の間隔で設定します。
DTIM（delivery.traffic.indication.message）とは省電力モードの無線クライアントに対して、パケッ
トが送信待ちであることを伝えるメッセージのことです。DTIMはビーコンに含まれて送信されています。
例えば“2”と設定すると、DTIMが含まれたビーコンと含まれていないビーコンが交互にアクセスポイント
から送信されるようになります。

11nデータレート IEEE.802.11nで規定されているMCSインデックスを設定します。
通常は「自動」で使用します。

プリアンブル 「ショートプリアンブル」を選択すると、無線LAN間の通信速度が速くなりますが、対応していない機器が
あります。

CTSプロテクション IEEE.802.11g規格の無線LANと IEEE.802.11b規格の無線LANを同じ無線チャンネルで共存させる
ために利用する無線フレーム。CTS（clear.to.send）の合図を受けて IEEE.802.11b規格の無線LAN
クライアントはデータ送信を延期する挙動をとる。「自動」はCTSフレームのリクエストに応じて、「常に」
は IEEE.802.11g規格の無線LANを常に優先に、「なし」は IEEE.802.11g/b 規格の区別なく動作する。

送信出力 電波送信出力レベルを設定します。
省電力モード 無線省電力機能の有効 /無効を設定する。

「有効」にした場合、一定時間無線通信がない場合、無線の休止間隔を自動でつくり、消費電力を抑えます。
無線LANクライアント側からの接続があった場合には、自動的にonに復帰します。

接続台数制限 本製品に対して接続可能な無線LANクライアント数の上限を設定します。
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本体設定

●有線 LAN 設定

IP アドレスの設定方法 固定 IPアドレス 本製品の IPアドレスを手動で設定する場合はこちらを選択します。
DHCP自動取得 ネットワーク内にブロードバンドルーターなどのDHCPサーバーがあり、本製

品の IPアドレスを自動取得する場合、こちらに設定します。
※起動時にDHCPサーバーが見つからない場合は、LinkLocal アドレス
(169.254.xxx.xxx) が割り当てられます。.

IP アドレス 本製品に割り当てる IPアドレスを設定します。
サブネットマスク サブネットマスクを設定します。
デフォルトゲートウェイ ゲートウェイサーバーのアドレスを設定します。
DNSタイプ スタティック 指定したDNSサーバーへの接続を行います。

ダイナミック DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する場合に選択します。
プライマリDNSサーバー 本製品が参照するプライマリDNSサーバーのアドレスを設定します。
セカンダリDNSサーバー 本製品が参照するセカンダリDNSサーバーのアドレスを設定します。

●時刻設定（タイプ：NTP）

参照するタイムサーバーの設定 タイムサーバーを指定し、時刻情報を取得します。
手動設定 参照するタイムサーバーを自分で設定します。
プリセットから選択 プリセットされているタイムサーバーから選択して使用します。
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●時刻設定（タイプ：Real Time Clock(RTC)）

日付 日付を手動で設定します。（西暦　年 /月 / 日の形式で入力します。）
時刻 時刻を手動で設定します。（24時間制　時：分：秒の形式で入力します。）
PCの時刻を設定する お使いのパソコンから時刻情報を取得し本製品に設定します。

●スケジュール設定

作成するスケジュール 無線.off スケジュール動作で無線をoffにします。
無線.on スケジュール動作で無線をonにします。
ログメール通知 ログメールをE-Mail 送信設定している場合、スケジュール動作でE-Mail

送信を行います。
※あらかじめ、E-Mail 送信設定を行う必要があります。.
（【E-mail 送信の設定】（次ページ）参照）

再起動 スケジュール動作で再起動を行います。
曜日 スケジュール動作させる曜日を選択します。
[毎日 ] ボタン 全ての曜日チェックをつけます。
時間 スケジュール動作させる時刻を設定します。(24時間制で入力します )

※既に作成したスケジュールの前後2分間に他のスケジュールを設定することはできません。
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●ログ通知設定

ログレベル 表示もしくは送信するログレベルを設定します。
標準 システムログのみ表示します。
詳細 システムログ＋アクセスログを表示します。

システムログ Syslog サーバーへログを送信します。
ログサーバー IPアドレス 転送先のSyslog サーバーのアドレスを IPアドレスで設定します。
E-Mail 送信 ログメールのE-Mail 送信設定を行います。（以下参照）
イベント通知 イベントログメールの送信設定を行います。（次ページ参照）

E-Mail 送信の設定

SMTPサーバーアドレス メール送信に利用するSMTPサーバーを設定します。プロバイダや会社のメールサーバーなど、
送りたいメールアドレスに合致するサーバー名を入力してください。

SMTPポート メール送信に利用するTCPポート番号を指定します。（デフォルト値は25です。）
ご利用のプロバイダがセキュリティ上の理由で25番ポートでのメール送信を遮断している場合
は、適切な番号に変更してください。

認証タイプ ご契約のメールサーバーがSMTP認証を行うタイプの場合に設定します。
アカウント SMTP認証に用いるアカウントを入力します。
パスワード SMTP認証に用いるパスワードを入力します。
E-Mail アドレス システムログを送信する送信先のメールアドレスを入力します。
送信元アドレス 送信メールの差出人を設定します。
メール送信テスト 正常にメール設定が行えたか、テストメールを送信します。
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イベント通知の設定

イベント内容 無線.off 設定画面から、もしくはスケジュール動作で無線をoffにした際に、「off」に
なったことを通知します。

無線.on 設定画面から、もしくはスケジュール動作で無線をonにした際に、「on」に
なったことを通知します。

ログメール通知 ログメール通知のE-Mail 送信が行われた際に、メールが送信されたことを通
知します。
※E-Mail 送信設定が正常に行われている必要があります。

再起動 再起動動作が発生した際にメールで通知します。
エラー発生時 本製品になんらかのハードウェアエラーが発生した際にメールで通知します。
スケジュール動作時 作成済みのスケジュールが実行された際に、スケジュール動作が発生したこ

とを通知します。
※スケジュールリストにスケジュールが登録されている必要があります。

SMTPサーバーアドレス メール送信に利用するSMTPサーバーを設定します。プロバイダや会社のメールサーバーなど、
送りたいメールアドレスに合致するサーバー名を入力してください。

SMTPポート メール送信に利用するTCPポート番号を指定します。（デフォルト値は25です。）
ご利用のプロバイダがセキュリティ上の理由で25番ポートでのメール送信を遮断している場合
は、適切な番号に変更してください。

認証タイプ ご契約のメールサーバーがSMTP認証を行うタイプの場合に設定します。
アカウント SMTP認証に用いるアカウントを入力します。
パスワード SMTP認証に用いるパスワードを入力します。
E-Mail アドレス イベントログメールを送信する送信先のメールアドレスを入力します。
[E-Mail 送信と同じ送信先に設定
する ]ボタン

イベントログメールもE-Mail 送信と同じ送信先にメール送信設定する場合、ボタンを押すとアド
レスがコピーされます。

送信元アドレス 送信メールの差出人を設定します。
メール送信テスト 正常にメール設定が行えたか、テストメールを送信します。
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● SNMP

SNMP SNMPの有効 /無効を切り替えます。
SNMPの「v1」、「v2c」に対応し、市販のSNMPマネージャーを使った監視が可能です。

SNMPバージョン SNMPの対応バージョンを必要に応じて指定します。
通常は「全て」で使用します。

読み込みコミュニティ 本製品の情報をSNMPマネージャーから読み出す際に使用するコミュニティ名を設定します。
設定コミュニティ 本製品へ情報をSNMPマネージャーから書き込む際に使用するコミュニティ名を設定します。
システム設置場所 設置場所などの詳細情報を設定します。

32文字以内の半角英数文字で入力します。
システム管理者 本システムの管理者情報や連絡先などを設定します。

32文字以内の半角英数文字で入力します。.
Trap SNMP.Trap を使用するか、しないか選択します。

トラップ（Trap）と呼ばれるイベント通知機能により、SNMPマネージャーは定期的に本製品の
状態変化を検知できます。

Trap管理デバイス IPアドレス 使用するSNMP.Trap.管理デバイスの IPアドレスを設定します。
Trapコミュニティ 本製品を示すシステム名称を設定します。

●その他の設定

デバイス名 本製品の名前
管理用VLAN設定 VLAN使用時に本製品にアクセスできるようにするため「有効」に設定します。
IEEE802.1dスパニングツリー スパニングツリープロトコルを有効にすると、WDSリピーターなどでアクセスポイント間通信

を行う場合に、通信が無限ループすることを防ぎます。
5GHｚと2.4GHzのセパレート 5GHz帯と2.4GHz帯を分けて使用したい場合、「有効」に設定します。
無線LANローミングアシスト 子機が他の本機能対応アクセスポイントへローミングするときに適切な移動をできるようにします。

※WDSモードで使用中は本機能は有効に機能しません。
UPnP UPnPを有効にするとWindows.OSでは管理画面への接続が容易になります。
PnP-X PnP-Xとは、ネットワークでつながっている機器のドライバなどを簡単にインストールするため、

Windows.Rally テクノロジで規定されている技術です。
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LLTD LLTDとは、ネットワーク上に存在する機器がどのようにつながっているかを調べるために
Windows.Rally テクノロジで規定されている技術です。

無線LANと有線LANを遮断する WDSリピーターもしくはユニバーサルリピーター機能を使用している際に、本製品のLAN
ポートからネットワークに接続できなくする機能です。

無線接続時は設定画面をひらかせない「有効」にすることで、無線LANクライアントから設定画面を開けないようする機能です。
AirPort.Quick.Copy. AirPort.Quick.Copy.対応機種に設定情報をコピーする際使用します。
AirPort.Quick.Copy.HG 管理ツールを使用して、弊社製アクセスポイントを管理する際に使用します。

●システム設定

設定を保存する 本製品に設定された設定情報を書き出します。
設定を復元する 保存した設定情報を復元します。
出荷時設定に戻す 初期化します。
再起動 再起動を行います。

●ファームウェア

[ 参照 ] ボタン 更新するファームウェアファイルを選択します。
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●管理者パスワード

ログイン名 現在設定されているログイン名が表示されます。
※初期設定は「admin」です。

現在のパスワードの入力 現在設定されているパスワードを入力します。
※初期設定パスワードは「IODATA」です。

新しいパスワードの入力 新しいパスワードを入力します。
※半角英数字12文字以内で入力してください。
※以下の記号も使用できます。
　.!.#.$.%.&.*._.-..=.~.(.)...?.[.].{.}..

新しいパスワードの再入力 確認のため新しいパスワードを再入力します。
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困ったときには

アイ・オー・データホームページをご覧ください
http://www.iodata.jp/support/
製品型番などで検索してください。
サポートページには、最新の情報や過去にサポートセンターに寄せられた事例なども紹介されています。

設定時のトラブル
ランプが点灯しない 70.ページ
ランプの状態について知りたい 70.ページ
[Magical.Finder] から本製品が見つからない 70.ページ
設定画面が表示されない 71.ページ
パスワードを入力しても、設定画面が起動しない 72.ページ
パスワードを忘れてしまった 72.ページ
Webブラウザーで設定画面からログオンが正常に行えない、設定画面が表示されない 72.ページ
設定画面で文字が入力できない 72.ページ
パソコンを IPアドレスなどの自動取得（DHCPクライアント）として設定しているのに、IPアドレスなどを取得できない 73.ページ
LAN側の IPアドレスを変更したら接続できなくなった 73.ページ
本製品のSSIDや暗号キーの設定値を知りたい 73.ページ

無線 LAN 接続時のトラブル
SSIDが検索されない 74.ページ
無線LANでインターネットに接続できない 74.ページ
暗号化を使用したら通信速度が低下した 74.ページ
他のアクセスポイントと無線通信できない 74.ページ
設定したのに無線通信できない 75.ページ
無線に接続した後に切断すると、次から接続できなくなる 76.ページ
無線LANアダプター側のパソコンとの通信速度が遅い、不安定 77.ページ
SKYMENU.Class 使用時に接続が途切れる 77.ページ

その他
本製品が起動するまでの時間はどのくらいですか 78.ページ
ルーター機能のないモデムと本製品をつなぎ、パソコンを無線LAN接続でインターネットできますか 78.ページ
パソコンの IPアドレスを自動取得にする方法 78.ページ
パソコンの IPアドレスを手動設定（固定設定）する方法 79.ページ

IP アドレスの解放と更新方法
①コマンドプロンプトを起動します。
　・Windows.8.1 の場合
.　　スタートボタンを右クリックし、[コマンドプロンプト ]をクリックして起動します。
　・Windows.8 の場合
.　　スタート画面で右クリックし、[すべてのアプリ ] → [ アプリ ] → [ コマンドプロンプト ]を順にクリックして起動します。
　・Windows.７、Vista の場合
　　［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［コマンドプロンプト］を右クリックし、「管理者として実行」をクリックして.
　起動します。

　・Windows.XP、2000の場合
　　［スタート］→［（すべての）プログラム］→［アクセサリ］→［コマンドプロンプト］を順にクリックして起動します。
② IPCONFIG　-RELEASE　と入力し、[Enter] キーを押します。IPアドレスなどがすべて0.0.0.0 になります。
　※“IPCONFIG”と“-RELEASE”の間にはスペースが入ります。
③ IPCONFIG　-RENEW　と入力し、[Enter] キーを押します。IPアドレスを再取得します。
　※“IPCONFIG”と“-RENEW”の間にはスペースが入ります。
④ IPCONFIG　-ALL　と入力し、[Enter] キーを押します。IPアドレスをご確認ください。
　※“IPCONFIG”と“-ALL”の間にはスペースが入ります。
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設定時のトラブル
ランプが点灯しない
原因 《[POWER] ランプが点灯しない場合》

ACアダプターを正しく取り付けていない。
対処 付属のACアダプターを取り付けてください。ACアダプターは必ず付属のものをご使用ください。

原因 《PoE利用の場合で、[POWER] ランプが点灯しない場合》
対処 ・IEEE802.1af、IEEE802.1at 対応のPoE給電装置を接続してください。

・PoE給電装置が正常に動作していることをご確認ください。

原因 《[LAN] ランプが点灯しない場合》
[LAN] ポートから先のパソコンやハブのLANケーブルが正しく接続できていない、または、電源が入っていない。

対処 パソコンやハブの接続と電源が入っていることをご確認ください。

ランプの状態について知りたい
対処 【各部の名前】（42.ページ）をご覧ください。

[Magical Finder] から本製品が見つからない
原因 接続が正しく行われていない。
対処 本製品の電源が入っているか（［POWER］ランプが点灯しているか）、接続ケーブルがLANに接続されているか確認して

ください。( 本製品上面のLANランプが点灯または点滅していることも確認してください。)

原因 セキュリティー関連のソフトウェアをインストールしている。
対処 セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する場合があります。.

詳しくはセキュリティー関連のソフトウェアメーカーにお問い合わせください。
● Windows 8 のファイヤーウォール機能が有効となっている場合
以下の手順でMagical.Finder.での通信を許可する設定をおこなってください。
①・Windows.8.1 の場合：スタートボタンを右クリックし、［コントロールパネル］をクリックします。
　・Windows.8 の場合：画面右側の「チャーム」を表示させ、［設定］→［コントロールパネル］をクリックします。
②「システムとセキュリティ」を選択し、画面を開きます。
③「Windows.ファイヤーウォール」の［Windowsファイアウォールによるアプリケーションの許可］をクリックします。
④［設定の変更］をクリックします。
⑤［別のアプリの許可］([ 別のプログラムの許可 ]) ボタンをクリックします。
⑤一覧から「Magical.Finder」を選択し、［追加］ボタンをクリックします。
⑥「許可されたアプリおよび機能」(「許可されたプログラムおよび機能」) の一覧に「Magical.Finder」(magicalfinder.
exe) が追加されることを確認し、［OK］ボタンをクリックします。

● Windows Vista、XP Service Pack 2 以降のファイヤーウォール機能が有効となっている場合
以下の手順でMagical.Finder.での通信を許可する設定をおこなってください。
①［スタート］-［コントロールパネル］-［セキュリティセンター］の順にクリックし、開きます。
②「Windows.ファイヤーウォール」をクリックします。
③［例外］タブをクリックし、［プログラムの追加］ボタンをクリックします。
④一覧から「Magical.Finder」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。
⑤「プログラムおよびサービス」の一覧に「Magical.Finder」が追加されることを確認し、［OK］ボタンをクリックします。
以上でWindows.のファイヤーウォール機能で制限されない設定となります。

対処 上記の対処をすべてお試しいただいても改善されない場合、設定パソコンを変更してお試しください。
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設定画面が表示されない
原因 接続が正しく行われていない。
対処 本製品の電源が入っているか（［POWER］ランプが点灯しているか）、接続ケーブルがLANに接続されているか確認して

ください。( 本製品上面のLANランプが点灯または点滅していることも確認してください。)

原因 セキュリティー関連のソフトウェアをインストールしている。
対処 セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する場合があります。詳しくは、セキュリティー関連のソ

フトウェアメーカーにお問い合わせください。

原因 本製品の IPアドレスと、接続しているネットワークの IPアドレスの体系が合っていない。
対処 次の方法で、本製品の IPアドレスを本製品が接続されているネットワークと通信できるものに合わせてください。

①一時的に本製品と設定用パソコンは接続しないで、ネットワークに接続した状態のパソコンの IPアドレスを確認します。.
設定前にメモした設定用パソコンの IPアドレス、サブネットマスクをご確認ください。

　IPアドレスが [ 自動的に取得する ]設定になっている場合は、以下の手順で IPアドレスを確認してください。.
1)　コマンドプロンプトを起動します。.
2)　IPCONFIGと入力し、Enter キーを押します。.
3)　表示される [IP.Address] と [Subnet.Mask] をメモしてください。

②パソコンの IPアドレスを変更します。
　設定用パソコンと本製品をLANケーブルで接続した状態で IPアドレス、サブネットマスクを変更してください。
③Webブラウザーを起動して、アドレス欄に「http://192.168.0.201」と入力して、Enter キーを押します。
④下記の設定例を参考に本製品の IPアドレス、サブネットマスクを設定します。
　<IPアドレス >
　確認した IPアドレスが「192.168.1.xxx」(xxx は 1～254) の場合、本製品の IPアドレスは192.168.1.203な.
　どに設定します。
　※xxxと4番目の数字 (上の例では203)が重ならないように設定してください。また、左から３つの数字は同じ値に設定してください。
　<サブネットマスク >
　確認したサブネットマスクと同じ値に設定します。
⑤設定用パソコンの IPアドレスを、メモした値に戻します。

原因 IPアドレスが正常に取得できていない。
対処 現在設定用パソコンで取得している IPアドレスをいったん解放し、再取得します。

（【IPアドレスの解放と更新方法】（69.ページ）参照）

原因 Webブラウザーが、プロキシ経由でインターネット接続するようになっている。
対処 Webブラウザーがプロキシサーバーを使用する設定になっている場合、本製品の設定画面を呼び出す事ができません。

Webブラウザーの設定でプロキシサーバーを使わない設定にしてください。
　<設定例 >［Internet.Explorer.6.0］の例
　①［Internet.Explorer］画面の［ツール］メニューの［インターネット.オプション］をクリックします。
　② [接続 ] タブをクリックし、[LANの設定 ] ボタンをクリックします。
　③すべてのチェックを外し、[OK] ボタンをクリックします。
　④ [インターネット.オプション ]( または [ インターネットのオプション ]) へ戻りますので、[OK] ボタンをクリックし、画面を閉じます。
　以上で設定は完了です。本製品の設定が完了したら、プロキシの設定を元に戻してください。
　<設定例 >［Mac.OS.X］の例
　① [ アップルメニュー ]→ [ 場所 ] → [ ネットワーク環境設定 ...] を選択します。
　② [プロキシ ] タブをクリックし、[Webプロキシ ] のチェックを外し、[今すぐ適用 ] ボタンをクリックします。
　③左上の ( × ) をクリックして画面を閉じます。
　以上で設定は完了です。本製品の設定が完了したら、プロキシの設定を元に戻してください。
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原因 Webブラウザーがダイヤルアップする設定になっている。
対処 下記の手順にしたがってください。［Internet.Explorer.6.0］を例にしています。

①［Internet.Explorer］画面の［ツール］メニューの［インターネット.オプション］をクリックします。
②［接続］タブをクリックし、［ダイヤルしない］をチェックします。
以上で設定は完了です。

対処 上記の対処をすべてお試しいただいても改善されない場合は、以下の内容をお試しください。
①設定するパソコンを変えてみる。
②設定するパソコンの「TCP/IP」設定で IPアドレスを自動取得する設定を行っている場合は、IPアドレスを固定設定に
変更してみる。

パスワードを入力しても、設定画面が起動しない
原因 パスワードが間違っている。
対処 正しいパスワードを入力してください。（初期値は、半角大文字で”IODATA”です。大 /小文字もご確認ください。）.

パスワードを忘れてしまった場合は、下の【パスワードを忘れてしまった】をご覧ください。

パスワードを忘れてしまった
対処 出荷時設定に戻してください。（【初期化する】（39.ページ）参照）

パスワードは出荷時設定に戻ります。（すべて大文字で、IODATA）
また、その他の設定も初期化されますので、再設定してください。

Web ブラウザーで設定画面からログオンが正常に行えない、設定画面が表示されない
対処 一部のセキュリティソフトウェアの中でブラウザの動作をリアルタイムに確認をする機能を有している場合、一部の動作が

セキュリティ上の問題と誤検知されている場合がございます。
ご利用時にセキュリティソフトウェアを停止するか、HTTPのセキュリティ監視機能を無効にしてご利用ください。
例 )Kaspersky 社 Internet.Security の場合、ウェブアンチウイルス機能を無効にしてください。

設定画面で文字が入力できない
原因 入力個所をクリックしていない。
対処 一度入力したい個所をクリックしてから入力してください。

原因 入力できない文字を入力しようとしている。
対処 入力できる文字（半角英数字）かを確認してから入力してください。
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パソコンを IP アドレスなどの自動取得（DHCP クライアント）として設定しているのに、IP アドレ
スなどを取得できない
原因 ネットワークの設定に問題がある。
対処 本製品の [LAN] ランプが正しく点灯している場合は、以下の対処が考えられます。

.･.アドレスの解放と更新を行う。（【IPアドレスの解放と更新方法】（69.ページ）参照）

.･.LANアダプターのドライバを最新のものへ更新する。
　（ドライバの更新方法についてはLANアダプターのメーカーへお問い合わせください。）..
..･.パソコンとの間にスイッチングハブがある場合は、スイッチングハブを初期化する。.
　（スイッチングハブの初期化方法についてはスイッチングハブのメーカーへお問い合わせください。）.
..･.本製品を再起動する。（ACアダプターを抜き差ししてください。）.
.･.セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する場合があります。詳しくは、セキュリティー関連の.
　.ソフトウェアメーカーにお問い合わせください。.
これらの方法でもDHCPクライアントとして IPアドレスなどを取得することができない場合は、固定（手入力）でネット
ワークの設定を行ってください。なお、固定でネットワークの設定を行う場合は、ネットワークアドレスを合わせる必要が
あります。
デフォルト値（工場出荷時設定値）で運用する場合は、TCP/IP 設定に以下の値を使用します。
　IPアドレス：192.168.0.2 ～ 192.168.0.254で、他の機器と重複しない任意の IPアドレス
　サブネットマスク.：255.255.255.0.
　デフォルトゲートウェイ（ルーターアドレス）..：192.168.0.1.
　DNSアドレス..：192.168.0.1.

LAN 側の IP アドレスを変更したら接続できなくなった
対処 ・パソコンに固定で IPアドレスを設定している場合.

①パソコンの IPアドレスには、新しく設定した（変更した）ルーターのLAN側 IPアドレスと同じネットワーククラスの
IPアドレスを設定してください。.

②パソコンのゲートウェイ（ルーターアドレス）とDNSアドレスには、新しく設定した（変更した）ルーターのLAN側
IPアドレスを設定してください。.

・パソコンに IPアドレスを自動的に取得させている場合.
　パソコンの再起動、または、パソコンが自動的に取得しているアドレスの解放と書き換えを行ってください。
　（【IPアドレスの解放と更新方法】（69.ページ）参照）

本製品の SSID や暗号キーの設定値を知りたい
対処 本製品に貼付されている定格シールに記載されています。
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SSID が検索されない
原因 無線状態が悪く、電波が届かない。
対処 無線間の距離を短くしたり、障害物を取り除いたり、アクセスポイントの通信チャンネルを変更してから再度試してください。

原因 お使いの無線LANアダプターのドライバーが正しくインストールされていない。
対処 無線LANアダプターが正しく動作しているかどうかご確認ください。確認方法については、お使いの無線LANアダプター

メーカーへお問い合わせください。

原因 （パソコン内蔵無線LANの場合）
内蔵無線LAN機能が無効になっている。

対処 パソコン本体のスイッチや設定ユーティリティーなどで、内蔵無線LAN機能が無効（OFF）になっている場合があります。
スイッチや設定ユーティリティーで内蔵無線LAN機能を有効（ON）にしてから設定を行ってください。

無線 LAN でインターネットに接続できない
原因 本製品の無線LAN設定と、無線LANアダプターに設定した設定が合っていない。
対処 本製品で設定されている下記の設定内容と無線LANアダプターの設定内容とが一致していることをご確認ください。

.･.SSID.

.･ 暗号化モード

.･ 暗号キー.

原因 セキュリティー関連のソフトウェアをインストールしている。
対処 セキュリティー関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する場合があります。詳しくは、セキュリティー関連のソ

フトウェアメーカーにお問い合わせください。

原因 本製品の「MACアドレスフィルター」の設定を有効にしている。
対処 接続できない無線LANアダプター（無線LAN子機）MACアドレスを本製品に登録し、アクセスを許可する設定にして

ください。
【MACアドレスフィルターを利用する】（26.ページ）

暗号化を使用したら通信速度が低下した
対処 暗号化通信では、送信するデータをすべて暗号化／復号化する必要がありますので、通信速度が若干低下する場合があります。

他のアクセスポイントと無線通信できない
※モードについては、【動作モードについて】（16.ページ）をご覧ください。
原因 《本製品をアクセスポイントモードで使用する場合》

本製品同士を含むアクセスポイント同士の無線通信はできません。

原因 《本製品をWDSリピーターモードで使用する場合》
【動作環境】（44.ページ）に記載された対応無線LANアクセスポイントのみと無線通信できます。

対処 対応のWDS対応無線アクセスポイントを使用していることを確認し、設定が正しいことをご確認ください。

無線 LAN 接続時のトラブル
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原因 《本製品をWDSリピーターモードで使用する場合》
相手機器の無線LANのMACアドレスが正しく登録されていない。

対処 接続する相手機器の無線LAN側のMACアドレスが登録されているか確認してください。
※無線LAN機器によって、無線LAN側MACアドレス（2.4GHz、5GHzでも異なります）と有線LAN側MACアド
レスが異なっていることもあります。該当するMACアドレスを登録しないと通信が確立しませんので、正しいMACア
ドレスを登録してください。

※子機と親機の各設定画面でMACアドレスの登録をお間違えないようご注意ください。

原因 《本製品をWDSリピーターモードで使用する場合》
相手機器と「通信方式」・「チャンネル」・「暗号化設定」で一致していないところがある。　　　　

対処 WDSリピーターモードでご利用いただく場合は、相手機器と「通信方式」・「チャンネル」・「暗号化設定」について、お互
いの機器が同じ設定になっているか確認してください。

原因 「11a」「11n（5GHz）」のチャンネルが合致していない。
対処 お使いの機器が、W52/W53（36ch/40ch/44ch/48ch/52ch/56ch/60ch/64ch）に対応したもの（ファームウェ

アのアップデート含む）またはW56(100ch/104ch/108ch/112ch/116ch/120ch/124ch/128ch/132ch/
136ch/140ch) に対応したものであることを確認してください。.

設定したのに無線通信できない
原因 無線LANアダプター側パソコンの無線の設定が正しくない。　
対処 無線LANアダプター側のモードがインフラストラクチャ（Infrastructure）になっていることと、SSIDが本製品の値と

同じになっていることを確認してください。

原因 暗号キーの設定があっていない。
対処 本製品と通信相手の無線LAN機器側の暗号キーの設定を同じ暗号キーにしてください。

原因 内蔵無線LAN搭載のパソコンで無線LAN接続を有効にするスイッチが無効になっている。
対処 ご使用のパソコンの無線LANスイッチがあるかどうかと、スイッチがある場合は有効になっているかをパソコンの取扱説

明書などご覧の上、ご確認ください。

原因 MACアドレスなどで接続制限されているLANアダプターから通信している。
対処 設定している場合は、接続制限を解除してください。（【MACアドレスフィルターを利用する】（26.ページ））

原因 パソコンの IPアドレスの設定が正しくない。
対処 パソコンの IPアドレスが自動取得 (DHCP) の場合は、DHCPサーバーの電源が入っていることを確認してから、パソコ

ンの電源を入れてください。
パソコンの IPアドレスが固定の場合は、本製品の IPアドレスと同一クラスの IPアドレスを設定してください。

原因 電波の状態が悪い。
対処 無線LAN製品と本製品間の距離を短くしたり、障害物を取り除いて見通しをよくしたり、チャンネルを変更してみてくだ

さい。

原因 「11a」「11n（5GHz）」のチャンネルが合致していない。
対処 お使いの機器が、W52/W53（36ch/40ch/44ch/48ch/52ch/56ch/60ch/64ch）に対応したもの（ファームウェ

アのアップデート含む）またはW56(100ch/104ch/108ch/112ch/116ch/120ch/124ch/128ch/132ch/
136ch/140ch) に対応したものであることを確認してください。.

原因 接続しようとしているSSIDの「SSID通知」が［無効］になっており、無線LANクライアント側の接続設定がSSID通
知無効に対応していない

対処 【無線に接続した後に切断すると、次から接続できなくなる】（76.ページ）をご覧ください。

親機 子機のMACアドレスを登録します。
子機 親機のMACアドレスを登録します。
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無線に接続した後に切断すると、次から接続できなくなる
接続しようとしているSSID の「SSID 通知」が［無効］になっており、無線LANクライアント側の接続設定がSSID 通知無効に
対応していません。下のどちらかをお試しください。
方法 「SSID通知」を［有効］にする場合
対処 設定画面の［無線LAN］→［セキュリティ］で該当のSSID.の「SSID.通知」を［有効］に設定します。この状態でも接

続できない場合は、接続設定をやり直してください。

方法 「SSID.通知」を［無効］にしたままで接続する場合
対処 OS.に合わせて設定してください。

Windows 8 の場合
［ネットワークと共有センター］→［新しい接続またはネットワークのセットアップ］で［ワイヤレスネットワークに手動で接続
します］を選び、該当のSSIDに接続してください。
その際、以下のチェックボックスにチェックを付けてください。
　　・この接続を自動的に開始します。
　　・ネットワークがブロードキャストを行っていない場合でも接続する
※上記操作でも接続できない場合は、「無線LANプロファイル削除ツール」で無線LANプロファイル（接続設定）を削除して、
もう一度設定からお試しください。.
　　http://www.iodata.jp/r/4867

Windows 7/Vista の場合
①［ネットワークと共有センター］→［ワイヤレスネットワークの管理］を開く
②該当の接続設定を右クリックし、［プロパティ］をクリック
③以下のチェックボックスにチェックを付けて設定する.

Windows 7 
　　・このネットワークが接続範囲内に入ると自動的に接続する.
　　・ネットワークが名前（SSID）をブロードキャストしていない場合でも接続する.
Windows Vista 
　　・この接続を自動的に開始します。.
　　・ネットワークがブロードキャストを行っていない場合でも接続する

Mac OS X の場合
表示されているSSIDを選ぶのではなく、［ほかのネットワークに接続］などの手動入力で接続設定してください。
※SSIDを選んで接続した場合、SSID通知を無効にすると接続できなくなります。

Android の場合
表示されているSSIDを選ぶのではなく、［ネットワークを追加］から手動入力で接続設定してください。
※SSIDを選んで接続した場合、SSID通知を無効にすると接続できなくなります。

iOS の場合
表示されているSSIDを選ぶのではなく、［その他］から手動入力で接続設定してください。
※.SSIDを選んで接続した場合、SSID通知を無効にすると接続できなくなります。
※［設定］→［Wi-Fi］の「接続を確認」を［オン］にしておいてください。



77

無線 LAN アダプター側のパソコンとの通信速度が遅い、不安定
原因 電波の状態が悪い。
対処 無線LANアダプターと本製品間の距離を短くしたり、障害物を取り除いて見通しをよくしたり、チャンネルを変更してみ

てください。

原因 ノートパソコンで省電力機能が有効になっている。
対処 省電力機能の設定を無効にしてください。（詳しくはパソコンの取扱説明書をご覧ください。）

SKYMENU Class 使用時に接続が途切れる
対処 [本体設定 ]-[ その他の設定 ] にて無線LANローミングアシストを［有効］に設定してください。

※接続先のアクセスポイントが全て本機能に対応している必要があります。（2014/6現在.対応機器：WHG-NAPG/A）
※接続先のアクセスポイントが同一ネットワーク上にある必要があります。
※WDSモードで使用中は本機能は有効に機能しません。
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本製品が起動するまでの時間はどのくらいですか
対処 本製品は電源を入れてから起動するまでに約1分程度かかります。

ルーター機能のないモデムと本製品をつなぎ、パソコンを無線 LAN 接続でインターネットできますか
対処 ルーター機能のないモデムの場合は、IPアドレスが1つしか割り当てられないため、モデムの下に本製品とさらにパソコ

ンをつなぐ環境にすると正常にインターネットができない状態になることがあります。本製品とモデムの間にブロードバン
ドルーターを取り付けることをおすすめします。

パソコンの IP アドレスを自動取得にする方法
対処 お使いのOSにより、設定方法が異なります。以下をご覧ください。

その他

Windows 8 の場合
①コンピューターの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
②・Windows.8.1 の場合：スタートボタンを右クリックし、［ネットワーク接続］をクリックします。
　・Windows.8 の場合：画面右側の「チャーム」を表示させ、［設定］→ [コントロールパネル ]→ [ ネットワークの状態とタス.
　クの表示 ] をクリックします。

③ [ネットワークと共有センター ]が開きますので、左側の［アダプターの設定の変更］をクリックします。
④ [ ローカルエリア接続］］( または［Wi-Fi］) を右クリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑤ [ユーザーアカウント制御 ]のメッセージが表示された場合は、[続行 ] をクリックします。
⑥ [インターネットプロトコル.バージョン4（TCP/IPv4）] をクリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑦［IPアドレスを自動的に取得する］と［DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する］にチェックして、［OK］ボタンをクリッ
クします。

⑧元の画面に戻りますので、[OK] ボタンをクリックします。

Windows XP の場合
①パソコンの電源を入れます。
② [スタート ] → [ コントロールパネル ]をクリックします。
③ [ネットワークとインターネット接続 ]をクリックします。.
[ クラシック表示 ] の場合は、[ ネットワーク接続 ]アイコンを.ダブルクリックして手順５へお進みください。

④ [ネットワーク接続 ]をクリックします。
⑤［ローカルエリア接続］を右クリックし、メニュー内の［プロパティ］をクリックします。無線LANアダプターから設定して
いる場合は、［ワイヤレスネットワーク接続］を右クリックし、メニュー内の［プロパティ］をクリックします。

⑥［インターネットプロトコル（TCP/IP）］をクリックし、［プロパティ］ボタンをクリックします。
⑦［IPアドレスを自動的に取得する］と［DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する］にチェックして、［OK］ボタンをクリックします。

Windows 7 / Vista の場合
①コンピュータの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
② [スタート ] → [ コントロールパネル ]→ [ ネットワークの状態とタスクの表示 ]をクリックします。
③ [ネットワークと共有センター ]が開きますので、左側の [ネットワーク接続の管理 ]をクリックします。
④ [ ローカルエリア接続］( または [ ワイヤレスネットワーク接続 ]) を右クリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑤ [ユーザーアカウント制御 ]のメッセージが表示された場合は、[続行 ] をクリックします。
⑥ [インターネットプロトコル.バージョン4（TCP/IPv4）] をクリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑦［IPアドレスを自動的に取得する］と［DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する］にチェックして、［OK］ボタンをクリッ
クします。

⑧元の画面に戻りますので、[OK] ボタンをクリックします。
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Mac OS X の場合
① [場所 ] → [ ネットワーク環境設定 ]をクリックします。
② [表示 ] で、ご使用のLANアダプター（内蔵Ethernet など）を選びます。
③ [TCP/IP] をクリックします。
④ [IPv4を設定 ]([ 設定 ]）で [DHCPサーバーを参照 ]を選びます。
⑤ [ 今すぐ適用 ] をクリックします。

パソコンの IP アドレスを手動設定（固定設定）する方法
対処 お使いのOSにより、設定方法が異なります。以下をご覧ください。

設定する値については、以下を参考にしてください。
● IPアドレス.
ルーターに接続可能な IPアドレスを設定します。.
ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、192.168.0.xxx
（xxx が他のパソコンやネットワーク機器と重複しない数値で、ルーターがDHCPサーバーになっている場合やネットワー
ク上に別途DHCPサーバーがある場合は、DHCPサーバーが割り当てる IPアドレスの範囲と重複しない値を設定してく
ださい。）.
●サブネットマスク.
255.255.255.0 を設定します。
●デフォルトゲートウェイ.
ルーターの IPアドレスを指定します。
（例：ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、このアドレスを設定する）

Windows 8 の場合
①コンピューターの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
②・Windows.8.1 の場合：スタートボタンを右クリックし、［ネットワーク接続］をクリックします。
　・Windows.8 の場合：画面右側の「チャーム」を表示させ、［設定］→ [コントロールパネル ]→ [ ネットワークの状態とタス.
　クの表示 ] をクリックします。

③ [ネットワークと共有センター ]が開きますので、左側の［アダプターの設定の変更］をクリックします。
④ [ ローカルエリア接続］( または［Wi-Fi］) を右クリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑤ [ユーザーアカウント制御 ]のメッセージが表示された場合は、[続行 ] をクリックします。
⑥ [インターネットプロトコル.バージョン4（TCP/IPv4）] をクリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑦ [インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）のプロパティ ] 画面で [ 次の IPアドレスを使う ] にチェックを入れ、
IPアドレス・サブネットマスク・デフォルトゲートウェイを設定します。

⑧ [次のDNSサーバーのアドレスを使う ]にチェックを付けて、[優先DNSサーバー ] にルーターの IPアドレスを入力します。.
　（例：.ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、このアドレスを設定する）

⑨入力後、[OK] ボタンをクリックし、ウインドウを閉じます。

Windows 2000 の場合
①パソコンの電源を入れます。
②［マイネットワーク］を右クリックし、メニュー内の［プロパティ］をクリックします。
③［ローカルエリア接続］を右クリックし、メニュー内の [プロパティ］をクリックします。
④［インターネットプロトコル（TCP/IP）］をクリックし、［プロパティ］ボタンをクリックします。
⑤［IPアドレスを自動的に取得する］をチェックし、［DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する］をチェック後、［OK］ボ
タンをクリックします。

⑥すべての画面を閉じて、パソコンを再起動します。
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Windows 2000 の場合
①コンピュータの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
② [マイネットワーク ]を右クリックし、メニュー内の [プロパティ ] をクリックします。
③ [ローカルエリア接続 ]を右クリックしメニュー内の [プロパティ ] をク.リックします。
④ [接続の方法 ]にLANアダプターの名称が表示されていることを確認後、[インターネットプロトコル（TCP/IP）]をクリックし、
[ プロパティ ] をクリックします。

⑤ [インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ ] 画面で [ 次の IPアドレスを使う ] にチェックを入れ、IPアドレス・サ
ブネットマスク・デフォルトゲートウェイを設定します。

⑥ [次のDNSサーバーのアドレスを使う ]にチェックを付けて、[優先DNSサーバー ] にルーターの IPアドレスを入力します。.
（例：.ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、このアドレスを設定する）

Mac OS X の場合
① [場所 ] → [ ネットワーク環境設定 ]をクリックします。
② [表示 ] で、ご使用のLANアダプター（内蔵Ethernet など）を選びます。
③ [IPv4を設定 ]([ 設定 ]）で [ 手入力 ] を選択します。
④ IPアドレス・サブネットマスク・ルーター・DNSサーバーの設定をします。
⑤ [今すぐ適用 ] をクリックします。

Windows XP の場合
①コンピュータの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
② [スタート ] → [ コントロールパネル ]→ [ ネットワークとインターネット接続 ]をクリックし、[ ネットワークの接続 ]をクリッ
クします。

③ [ローカルエリア接続 ]( もしくは、[ ワイヤレスネットワーク接続 ]) を右クリックし、メニュー内の [プロパティ ] をクリックし
ます。

④ [接続の方法 ]にLANアダプターの名称が表示されていることを確認後、[インターネットプロトコル（TCP/IP）]をクリックし、
[ プロパティ ] をクリックします。

⑤ [インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ ] 画面で [ 次の IPアドレスを使う ] にチェックを付けて、IPアドレス・
サブネットマスク・デフォルトゲートウェイを設定します。

⑥ [次のDNSサーバーのアドレスを使う ]にチェックをして、[優先DNSサーバー ] にルーターの IPアドレスを入力します。
（例：.ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、このアドレスを設定する）
⑦入力後、[OK] ボタンをクリックし、ウインドウを閉じます。

Windows  7 / Vista の場合
①コンピュータの管理者のアカウントでWindowsにログオンします。
② [スタート ]（→ [ コントロールパネル ]→ [ ネットワークの状態とタスクの表示 ]をクリックします。
③ [ネットワークと共有センター ]が開きますので、左側の [ネットワーク接続の管理 ]をクリックします。
④ [ ローカルエリア接続 ]( または [ ワイヤレスネットワーク接続 ]) を右クリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑤ [ユーザーアカウント制御 ]のメッセージが表示された場合は、[続行 ] をクリックします。
⑥ [インターネットプロトコル.バージョン4（TCP/IPv4）] をクリックし、[ プロパティ ] をクリックします。
⑦ [インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）のプロパティ ] 画面で [ 次の IPアドレスを使う ] にチェックを入れ、
IPアドレス・サブネットマスク・デフォルトゲートウェイを設定します。

⑧ [次のDNSサーバーのアドレスを使う ]にチェックを付けて、[優先DNSサーバー ] にルーターの IPアドレスを入力します。.
　（例：.ルーターの IPアドレスが192.168.0.1 の場合は、このアドレスを設定する）

⑨入力後、[OK] ボタンをクリックし、ウインドウを閉じます。
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アフターサービス

個人情報は、株式会社アイ・オー・データ機器のプライバシー
ポリシー（http://www.iodata.jp/privacy.htm）に
基づき、適切な管理と運用をおこないます。

個人情報の取り扱いについて

本製品の修理対応、電話やメール等によるサポート対応、ソフトウェアのアップデート対応、本製品がサー
バー等のサービスを利用する場合、そのサービスについては、弊社が本製品の生産を完了してから５年間
を目途に終了とさせていただきます。ただし状況により、５年以前に各対応を終了する場合があります。
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※受付時間　9：00～17：00　月～金曜日（祝祭日をのぞく）

インターネット :

電話 :

FAX :

それでも解決できない場合は、サポートセンターへ

< ご用意いただく情報 >.製品名 /パソコンの型番 /OS（Windows、Mac.OS）

http://www.iodata.jp/support/

必ず以下の内容をご確認ください

？ 本書の【困ったときには】（69 ページ）を参照

弊社サポートページの Q&A を参照
　　http://www.iodata.jp/support/

最新のファームウェア等をダウンロード（【ファームウェアを更新する】
（40 ページ）を参照）
　　http://www.iodata.jp/lib/

お問い合わせについて

またお問い合わせの前に、無線 LAN の安定運用のため
下記の条件を満たしているかご確認ください

　 空いている電波帯域に設定している

　 無線LANアダプター（内蔵無線LANを含む）のドライバーおよびユーティリティーの最新版をインストール
し直ししてある

　 Windows.Update をおこなってある

　 Bluetooth やワイヤレス電話の使用を一時的に停止している

　 クライアントが11a対応で11g/b 帯域で使用している場合、11a帯域へ変更している

　 接続しているクライアント数が8台以上ある場合、クライアント数を減らして確認している、もしくはアクセス
ポイントを追加した

　 無線LANアダプターがUSBやPCカードタイプの場合、無線LANアダプターを異なるUSBポートやスロッ
トに挿し直している

　 セキュリティソフトをインストールしている場合、一時的に停止もしくはセキュリティレベルの変更をおこなっ
ている

　 不要な常駐プログラムを解除している

　 ノートパソコンを使用している場合、パソコンのACアダプターをつなげている

http://www.iodata.jp/support/ 
http://www.iodata.jp/support/
http://www.iodata.jp/lib/
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修理について

●送料は、発送時はお客様ご負担、返送時は弊社負担とさせていただいております。

●有料修理となった場合は先に見積をご案内いたします。（見積無料）

 

金額のご了承をいただいてから、修理をおこないます。

●内部にデータが入っている製品の場合、厳密な検査のため、内部データは
消去されます。何卒、ご了承ください。

 

バックアップ可能な場合は、お送りいただく前にバックアップをおこなっ
てください。弊社修理センターではデータの修復はおこなっておりません。

●お客様が貼られたシール等は、修理時に失われる場合があります。

●保証内容については、ハードウェア保証規定に記載されています。

●修理品をお送りになる前に製品名とシリアル番号（S/N）を控えておいてください。

修理を依頼される場合は、以下の要領 でお送りください。

修理について詳しくは…

本製品

メモメモ

※メモの代わりにWeb掲載の
　修理依頼書 を印刷すると便利です。

●氏名
●FAX番 号
●住所

●メールアドレス
●電話番号

●症状

ハードウェア保証書または
お買い上げ時のレシート

梱包は厳重に！
弊社到着までに

破損した場合、有料修理と

なる場合があります。

宅配便で送付
紛失をさけるため宅配

便でお送りください。

〒920-8513 石川県金沢市桜田町2丁目84番地 
株式会社  アイ・オー・データ機器  修理センター 宛

http://www.iodata.jp/support/after/

http://www.iodata.jp/support/after/ 
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©  I-O DATA DEVICE, INC. 

【ユーザー登録はこちら】･･･https://ioportal.iodata.jp/
ユーザー登録にはシリアル番号（S/N）が必要となりますので、メモしておいてください。シリアル番号（S/N）は本製
品貼付のシールに印字されている 12桁の英数字です。	
（例：ABC1234567ZX）

【本製品の廃棄について】
本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたがってください。

【IOカタログについて】
最新ニュースや電子カタログをスマホで見られる
「IOカタログ」アプリ！パソコンからも閲覧OK。
無料ダウンロードはこちら。
http://catalog.iodata.jp/sp/

【ご注意】
1)	本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。	
したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。

2)	本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関る設備や機器、
及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使
用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人
身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システ
ムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されるようご注意願います。	

3)	本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。	
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませんので、予め
ご了承ください。(This	product	is	for	use	only	in	Japan.	We	bear	no	responsibility	for	any	damages	or	
losses	arising	from	use	of,	or	inability	to	use,	this	product	outside	Japan	and	provide	no	technical	
support	or	after-service	for	this	product	outside	Japan.)

4)	本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。	

【商標について】
•	記載されている会社名、製品名等は一般に各社の商標または登録商標です。
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